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忍，先設アメリカに於ける剃蒙の教育制度並にその迩蝿

というような琴を視察する目的で，璽朱滞在3ヶ月間のア

メリカ出張を命ぜち＃畦した。京京群と京都大学の3人

の麹受の方と私と合して4人で，丁度咋羊の9,月の末に羽

田を飛行機で発ちまして本年1月の半ばに船で槻兵え癖っ

て参りました。丁度カリオア資金の海外出張の霊の口に

のぜて頂くことが出来ましてアメリカを見て来た駅であり

ます｡称学関係の溌慥者も錨多くなりまして丁度私共を

大れますと10人を突破するというような事になりました

が，この九側馳区と致しましては私がたしか初めてではな

かったかと記憶するのであります6そういう点からも私，

磯会がありましたら九州の林学関係の皆激に向うの実情を
聞心､て頂きたい，否鐺聞かせする費任を感じて謡ったので

すが，丁度こぅいう機会を恵まれましてお話しが出来るこ

とを大変光栄に存ずる次鰯であります。ただ三好先生の御

講演がなくて，実は先生の御識演と合せてヨーロッパとア

メリカといろこと,で皆さんに跡､で頂けると大変よいと楽

しみにして諮ったのですが，大露念であります。帰りま

して4，5ケ月になりますので多少新鮮味を欠き，帰りた

てのホヤホヤではないのでありますが，それに致しまして

も最近の実情を見て来たという事を強みとし童して，アメ

リカの練業,林学の実際をお話さして頂きたいと思います。

もっともアメリカの林業につきましてはこのごろかなり

紹介なされ;ております。例えぼ一昨年の5月にこの同じよ

うな大会力瀧本の営林局で行職しました時には,現在群馬
県の剃鵡部長の清水さんが見えてお話しになっておりま

壷｡又造林関係で渡米されました岡島呉郎氏が｢東京林友」

に職登られて溝りますし，あるいは林野庁田中秀次郎氏の

見聞記などもありますが,今回はこの標題のような所に重

点をおいて暫く話して行きたいと考えるわけ這あります。

私の廻り童した所ぱ一応順序としてお話ししておいた方

力乳､いと思b,ます。サンフランシスコから最初に大陸鯛箭

鉄道に依りまして，まる3昼夜をへましてワシントンに蒲

いてここで2週間，それから南の方ノースカ戸ライナ迄下

りましてから，もどって北の方に太西津岸をのぼりまし

た。篭ストンから叉西へはいりましてシカゴで一度，往き

の路に出会わしてから函上に向い，カナ変の国蕊近くを西

に行きまして毒屡洋岸をオレゴンに出てサンフランシスコ

に帰着，それからロスアンジェルスにも一寸行って来まし

た。フ戸リグやテキサスなど南の方は見る護会を得なかっ

たのであります。この間,廻りましたのは林学蓬もってお

ります8つの大学であり霞す。それを持ってない2つの大

学にもタッチ致しました。3つの赫業讃議場漣も寄りまし

た。それから林産物識場，これほアメリカでただ1つで

マジソンという所にありますがそこにも寄りました。その

他ボストンのアーノルド・アー鑑レタムと申し叢す樹木

園，それからカリフォルニヤのプラサーピル林木造郵躍

所，そのｲ臓絢10位の各種工場“それから霞有林の舞易と

力嶺圃とか,叉勿論“省林野庁ぽど中蘂官庁えも行き

ました。行く先為色んな違ったものを見せて貰いました。

大体アメリカにおいて澗築関係の我会を受け承れて日

程を作ってくれる所は，林野庁即ちブオレスト°サービス

(FbrestService)で,_その人事課がやってくれます。その

目的と翁人とに依りまして色身違った場所を，又違った問題

を見せより，理解させよりとしておる事がはっきり判るの

であります。私共は主に大学であ,り:ましたが，叉その太学

でも実に色持違った形，違ったケースに出会いまL令たb 8
つも10もまわったといっても決してまたかという思いを

しなかったわけであります。とい5のは各々その地方の特

色に応じた所の設備なり運営の仕方なりがあります。叉勿

論その人，その人で我診々を鈴壁するff坊そのものにも違b、

があるからでありますが，実に色どりの多',､愉快な旅行を

して参ったのであります。それで私は以下のお話はこうい

う順序で進めてみたいと思い童す。まづ廻り童した率蘇

究機関の数臓のものにつきまLてその概要を，それから緋

轄育を中心にして大学の稜子琶蒻話しし，なお時間があ

りましたらその他2，3の感想を章話ししたいと思ﾙ､蓑す

最初に私共鋤潮回った順序から云うと実は逆になるのであ

りますが；話しの順序は日本に近"､方から進めて行きたい

と恩いまず。最初にプラサーピルの制泳遣蔵牙究所置あり

ます。サンプランシスゴから入江になって奉ります湾を隔

ててバークレーという所に大学力通りまず。その鐸の近

所に狩っていてそこから大学の中に一緒に在りまう一方鐸試

験場の方の案内で，120マイル麹§に向ってドライウをし

たのであります。そこに称木遣俵の蘇究所瀧ありますが垂

そこに行く途中は田圃，日本人の農家などもありまして美

一
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塩将： アメリカに於ける林顎，蹄の現状

しい田園風景であります。特に目につきましたのは果樹園

でありまして葡萄や梨が一ぱいありますが，皆棚作りにな

っていないのであります。摘果の数日前に飛行機でホルモ

ーンをまくのだそうですが，そうすると取る時に落ちない。

一度落ちたら捨ててしまうそうでありまして，そういう事

詮して落さないように採取するというような事を聞きまし

た。接木された大きなクルミが沿道を並木になって詣りま

す。その下を通って弁がて山の手にかかりますと，海抜27

00フィート位の所でプラサーピルの研究所があるわけであ

りす。そこは世界でも有名な林ｵ錯伝の研究所ですが，殆

んどその全力を松の研究に集中しているといってよいので

ありまして，称木遣伝の専門家なら暫く腰左据貴て動きた

くないでせう。太体世界中の松が90種あるそうです。それ

を殆ど皆集めてみたけれども今70種しかないそうで，70

種のうちでも生長の悪いのもありますが,兎に角そｵ”墹

木園に並んで識る，それらのものの錘をやる，同じく松

(Pinus)といい童しても蕊瞬関係に依って大分違うものが

ある．でぜう。私は専門じゃないのでよく判りませんが，と

にかく近いもの同志を幾つかのグループに分けまして，結

果一覧表を見せて貰いましたが,横方向と縦方向に全樹種

名を並べ，一方を雄，一方を雌として交配の成綴が一目瞭

然，表で分るようにしてありました。日本の赤松や黒松は

あまり他のものとは雑種が出来ていないようであります。

そんなような研究，あるいはこれは日本でも紹介されてお

るかも畑･しませんが，ズックのキャンパス°バックを雌花

にか感せ，そこに他のポーレンがはいらんよう･にして，望

みのポーレンを中え注射器のようなもので入れるというよ

うな事潅やっております。それから木登りでありますが，

以前に九大の佐藤先生がプリナワの登り方左問われて教え

てやったということであり‘茨すが，向うでは独特の綱だけ

で登る方法をやっている，ここに何かの御参考になればと

思って，パンフレットを持って来ました。丁度ノルウェー

の林木遺伝学者ルーデンという人が来ておりまして，一緒

に中を見せて貰ったのであります。

次にマジソンの林産識場へ飛びます。島れは一緒に参

り表した右田教授の専門であります動轆かに葬鱸しい大き

なものでした。爽在の識場のすぐ近くに以前の…場が

ありま､す｡これでも我々から見ると大変立派なものなんで

す。 ここは丁度ウィスゴンシン州であり蓑すのでウィスコ

ンシ､ﾝ大学と連擢をとって孤擁を進めております。ウィス

コンシン鐸には赫学はありませんが，林産物研究に関係

する学科を持っております｡この試験湯は勿論営林局ある

いは鋒謡場と皆蕊をとって諮り蓑す。廼吻は大きな

ものでありますが，大体350人位の人間で9部に分れてお

る，その中の技刷稼が約3分の2で，技術をやらない事務

その他のものが約3分の1というよ5な溝成メムパーで，

林産物に関するあらゆる研究に徹箏し毒す。特に申す迄も

なく林学に関する色々な研究の分野というものは決してそ

う劃然と分け得るものではない訳です｡領域力這なり合う

ものでありますが，林産物謡場の場合はその重なり合っ

た所迄も充分に見迅んでその研究事項に取り入れておる，

例えばこ上に造林部のようなもの迄ある，勿論造赫を全部

やるわけではなくて,､林産物研究の面から必要な範囲で触

れて行くといったようなゆき方をしているわけです。私こ

こで大変懐かL.かつたのは,藤岡先生瀞[大庭おられた頃

ですからもう昭和の初めか，あるいは大正の末かもしれま

せんが，そのころに送られた日本の材鑑が丁寧にとってあ
った事です。

それから日本人で思出しましたが，プラサーピルでは朝

鮮に関係しこいた方は御存知でぜう，日本名香山信男，朝

鮮名玄信圭という方が研究されており蓑した。佐蕊先生の

所でやって行かれたので向うへ行ってもその研究のテ声マ

なり取上げ方なりが仲を眼先力竣っておるという様なこと

で好評を博して』色盈面負い結果が出ておるようでありま

す。例へぼ生長の悪い松の染色体を調べるとか，あるいは

倍数体の育成とか。向うでは主として雑種を作ることに重

点を置いておりますので，他の事もやりますがそう深くや

っていない，それで非常に珍しがられておるという事滋本

人が云っておりました。同氏は近く帰って来られる筈であ

りまして，6月末ごろ日本にも寄って呉れるのじやないか

と愚って鮨ります。

それから今度は樹木園に行き毒す。ボストンのアーノル

ドアポレタムで，私共勤写く西洋津壷参りました一番北の端

であります。ここでは世界中の特に北ﾐ韓の温帯の樹木で

すが，6,500種』なかんづくアジヤのものが多い，支那や

日本のもの力湘当集めてありました。立派な臘蘂菫には60

万の階葉が所蔵されています｡初代の園長はこｵ1，は日本で

も植物をやる方ならだれでも知っているサージヤントであ

りますが，同博士が1872年から1927年というのですか

ら実に55年間，園長をやっておられたきつけであり蓑す。

丁度サージヤント先生が日本の彼岸桜の下で立っておられ

る写真があります。又ここにきれいなライラック並ｵ載首が

あります。私共が行った時は季節はづれで，花は見られ議

せんでしたが。そこでは日本の杉が40隼全で非常に貧弱

な絡好で立っておりました。丁度種共が行ったの力迂曜日

でありましたが，土曜日は向う壱は属曜日と同じ議に諾休

み歪する特に園長のドクター・サックスが迎えて案内して

呉れましたが，陽がポカ鑛力当って采蓑した所，ボストン

の郊外とて，少女達力窪窪さげて木の実を拾って歩いてい

る，歌なんか歌いながら木の実を拾っている，誠にのどか

《
』
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《
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塩谷： アメリカに於ける称学研究の現状

な風景でした。ドクター・サックスの言Iこ依りますと，イ

ギリスの王室キユ戸カーデンの樹木園よりも立派である，

特に向5はX湧幽だがこっちの265エーカーは山もあるし，

非常に蕊化に富んでいる〃といばっておりました。

それから林業試錨でありますが，赫業試蝿は加州の

と，北の方のこのレーキスティツと云っております地方の

1つの試蝿と,東南方を受け持っている所のノース･キャ

ロライナ州のアシウイルにある試験場と3つ見ましたが，

いづれ芯その州の天学とは連繋をとって共同作業をやって
おります。アシウィルの方は大学と同じ溌翻fではありませ

んでしたが，このレーキスティツもカリフォルニヤもどち

らも大学と同じ建物の中にありましていづれも申し合せた

ように林学本館の3階を占めておりました｡3鱗と云って
も4階になるんですが,玄関をは障った所が2階になって

いる。このレーキスティツのミネソタ大学の林学部もそう

なっていて，どちらも一番上を試験場に貸して諸りますb

さつき申しましたように鑑場は各玲地方の特色を活か

して，その内部瀧成なども作られてありまして，例へぱこ

のノース・ギヤ戸ライナのアシウィルの試験場では部の構

成力癖；火災，森糾影響といいますか，ブオレスト°イン

フルエンス(Fbrestlnfluence), 一寸こちらの防災みた

いなものでありますが，それに利用，経済，経営,牧野関

係があり，経営の中には造林も含んでおる，その他に，昆

虫,病理があります。実は昆虫や病理研究の方は系統が別

になっておりまして，その一番中心は〃ワシントンの郊外

のアグリカルチヤル。リサーチ°センター(AgricUltUral

ResearChCenter)という所で農業関係全部1本の詞験場

でやっておるんですが，やはり現地での必要があるのでそ

れと連絡をとってこめ試験場にここでも係り毒設けてある

んです。それがレークステーツの議鱗場に行きますと，部

の構成が違いまして，経営の中に造林を含むことは同じで

あり，叉織斉部なんかもありますが，ここに行くと，農村

林業とかワイルドライフ即ち野生鳥獣というような部があ

る。この様に各,々特徴がある。いづ》‘Lの場合もフオレス1、

エコノミツクス(FbrestEconomics)というのが大きな部

になっておりますbここでは他の部は按師級の人が少い所

は1人位の部がありますが，経済部は7人の技師を持って

おります。勿論経済部といいましても森林資源の測鐙とか

評価というようなことがはいって来る訳でありまして経営

の仕事左大分やゐわけです。鑓営部の仕事には造昧の仕事

が大分はいります。叉林産試験は普通やらぬ蕊揃ですが，

12試験場の中7詞験場にはマヂソンから連溌研究員力郵

置されています。そういう所が日本と違います。私共の行

って見た所では，試験場そのものは割合に事務所的な感じ

でありまして，実行の中心はやはり現場の橇走ありまし

た｡アシグィルでは7つの分甥がありますが,もう一つここ
壷

での特徴はカオウィータにある治水の試験地であります｡

これは最〕園順常に有名でありまして，色燕報告も出して

おり諺j員が,私が行って参考になると思ったのは，斜面利

用の影響です。丁度この辺がアパラチアン山脈という山脈

の南の端ですので，大体国有林がずっとありますも山地が

多いんですが，その山地の斜面を焼き払ってそこ蓮耕作し

たり，あるいは放牧をやったりしてその影響を調べておる

のでありますb土砂の流出錘をみたり，あるいはその地表

の変化を調べたりするという，日本にも参考になる,非常
に面白い識溌をやっておったのであります。アメリカでは

こんな斜面はあまり耕さないのであゆますけれども鋤山地

に行けばこういうこともあるので研究をしておるわはであ

ります。

スイスのエメンタールや，アメリカのワゴンホイールギ

ャップ需地などでやったようなことですが，伐採した所

と，しない所とからの流ｵ坊と流遺の差を見るというよう

なこともやっています。

それから…関として，会社や工場でも大きなものは

、自分達の研究設備を持っておりますし，その他官庁関係で
は今云いましたワシントン郊外のアクリカルチヤル・リサ

ーチ・センターなど，そういったものも見ましたが，話は

この程度にとめておきまして，私が一つ気づいた事撞述べ

て鐺きます。これら各機関が非常によく自分達の出版した

ものについてそれを広く知らせる，広く利用して貰えるよ

うな手段をとっているという事であります。即ち出版目録

などは丁寧に作ってありまして，見るとつまらないもので

もとにかく所員がやった仕事ならばちゃんとリストにのぜ

て鰯く。叉所員力琵表したものは例へその機関の雑誌に畠

したものでなく，他の一般雑誌なり何なりに発表したもの

でも非常に親切に，この人はこういうもの麹発表した，こ
、

ういうことをやったという事を論文目録のようなものに丹

念にとっておく。少くとも我々日本罹の*蹴農から見ると非

常によくとってある。だからだれが今どんな研究なやって

薬るということもよく判る。叉ある事項についての研究が

知りたいという時の文献の検出も大変容易である。勿論こ

ういうことも先立つものは金でありますけれども，しかし

やはりそういった心掛，心づかいというものが必要じゃな

いかと思うんでうち

次に大学の事を溝話し致しまぜ5．私共が一番多くの時

間を議したのは大学きありますから，その大学を今度は目

先をかえてこんな事からお話し麹してみたいと思います。

こ.のアメリカの大学は丁度日本の新制大学に当るわけ種

ありまして，前の日太のように旧制の大学，専門学校とい

うような区別は全然なかった訳です。それで一体いくつの

二

二
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大学があるかと申しますと，ここに御紹介しなければなら

ない一つの制鹿がある･んでま。アメリカに，白木方鐸技術

協会と日永林学会を念ぜたような性絡のソサイエテイ｡オ

ウ・アメリカン・フオレスターズ(Society城Ameri"n

ForesterS) という協会があ渇・直訳ぜぱアメリカ権裳按

砺者協会ということになり蓑すが。しかし林誇というも

のはありませんで，こかが株学会の役目もやっておる。そ

の機関が＃鐸の大学の認定という､事をやるんです｡俳膳に

聯な基準左設けておりましてあらゆる角度から一つ一つ

には耳新しいかもしれませんが，修士・慨士という課程が

今日本の大学にも作られようとしており議して，日永では

大体マスターコース2年とかドクターコムスが3年とかい
るようなことを考へられておりますけれども，向うではマ

スタ岸が1年でドクターコースが2年です。その中にはい

っておる学生の数が483と118人過ありますbこの表をみ

て気がつかｵLることは1年2年3年4年と学生の数力輻鹿

に不同であるということです。これは趣i2の識でありま

してﾌ蝋§後に兵役から戻って来ました多数の学生がほいつ

の大学を検討し，

その設備とか陣容

とかあるいは学科

の課程内容とか，

色為なものを調べ

て緒付けをするん

です。

そういうことに

依ってこれは立派

な林業の大学嚇

学部或は林学科）

であると認定を出

されたものが25あ

るのであります。

その他に非認定で

ありますがそれで

も林学科位のもの
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を舞って鱸るというのが9つある。その合計34ですが25

が一応対象になるわけです｡（位置図を参照して下さい）

それで日本の場合はどうかと云えば日本が23です，私立

の大学震林学を狩っておる日本ﾒ毒とかあるいは鐸鐸

とかな入れて23になるんです。このカリフォルニヤ1州

よりも少し小さい日本が23で，そしてこれだけ末きいア

メリカが25でありますbですから向うの人達が日本に23

あるというと，一体そんなにあってどうずるんだというの

で弓~b現実に鋤職の分癖で見譲すと，アメリカでは檸窪

出てまづ担当区の助箏からスタ･－Fし議すが，日本では大

学左出たもの詮担当区の助手にでもしようものなら怒って

やめてし霞うで種5．どういう所からそぅいう進､､が出て

来るかということは，この数なんかを見てみると判ります

､が”大体つぎに大学の内容を書いて蕊きました。

甥50年に鑑f自号授与即ち新制鐸の学部を出てパチエラ

ーの称号左得たものが2,32I:人，修士（マスター)275,

1雛I冒（ドク友一）を授与されたものが29であり玄ずb学

部に窪学しておるもの億5,900.でそのうちわけがこｵ1挺け

あり，毒院の修童i謬繧にあるものは483，学佼以外の方

第1表大学統計（最近4ケ年）

年 次 | ｣'47 1 1'" | ｣'4g l "501948
－

“
」2,321

275

29

5,935

1,“2

1,379

1,384

1,730

483

118

学士号授与

修士号授与

博士号授与

学部在学

1 年生

一・2 年生

3 年生

4 年一生

大学院修士課程

大学院博士課程

冬“

205

12

469

485

667

816

501

450

981

554

228

7

7，454

2,061

2,878
1．577

938

339

80

918

222

16

8，212

1，851

2，178

2,497

1,686
330

98

1,

丑
〃
″
〃
、

７
１
１
１
２

たわけであります。それが“年の時糎1年生に催いった

おけです，47年の時は2年生ですからそこが一番多W,わけ

です。型8年では3年が一袴くなっている，49年でもこ

こ秒善くなっていてそｵ勘§50年にドット出た訳種ありま

して数ば現在下り坂になっていまず。2300という数にはア

メリカといえども自分で驚いておるの毛ありまして，そん
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なに製造するつもりじゃなかった。これは撰請の詣蔭だと′

云います。2300という数臓1900年から25年迄の卒業生

の協識に匹敵するのでありますから，いかにアメリカと云

えどもちょっと驚いた訳で大体'400位が中庸の準と思
うのでありま､す｡

日永でも現在は恐らく1000名近いのじやないかと思い
ます。だから現在の数遼比べると日本も相当ですが,･ズツ

ト前から23もあったわけじゃないから，今迄緊蹟された

数としてはそ5驚くことばないけれども，日本もこぅいう

状態壱行ったならばやはり担当区の助手からﾒ学を出た人

がやって賀はなければならず,森ｲ組合の技捌罎もやって

賀はなければならない時代が来ると恩いますら勿論一方に

於て国有称営林署とか担当区とかいうもののスケールカ球

分違います｡大体アメリカの営沸署は日本の営林局のちよ
つ堕小さいもの位に当りますし,.担当区が営泳署位の面綴

となっており議す。そして立木の払下げ業務なども担当区

がやりますから担当区の仕頚:は重大な仕事になるわけで

す。･置すから一概に比較出来ませんが，まあそういうこと

になっております。

もとへ戻ってこの大学の中で，今日本ではこれ釣葛ら作ろ

うとする大学院の溝霞について頭を悩まして挙るわけであ，

りますが，向う歪も，そうどこでも大学院が完備している

訳ではありません。天体修士課程，マスターコースを持っ

ているのはこの認定さｵした大学即ち25の全部でありま

す。しかしドクターを製造しておる所は大体10位であり

ます。そしてドクタ･戸が3年，学校にその簑葦残って諮れ

ばとれるという訳ではありまぜん。やはり一つのコースを

経て所定の単位も坂らなければならないし同時に論文も出

さなければならない訳毛､すb勿論年数から云い堂しても日

第2表大学寒生数（1900～1950鏑

年次|学圭傑||年次|学士|修奉‘鵬
1900 1 － 1926 259 58

1901 5 - 1Q27 253 50

鰻吃 2 9 1928 302 “
190S 3 14 1929 Z91 54

1904 9 29 1980 308 69

1905 9 34 1931、 394 97

1906 24 24 1932 880 78

1907 19 幻 1983, 355 65

1908 31 35 1934 337 47

19⑬ 47 44 1935 423 58

1910 61 48 1936 502 67

' 1911 100 61 1937 803 75

1912 122 54 1938 ・|980 .95

”13 136 ．37 1939“ 1'102 112
1914 151 42 1”0‘ 1，072 105

1915 124 35 1．941 834． 117

1916 ，151 86 1942 654 妬

1917 ･160 27 1943 446 28

1918 65" 10 1944 106 12

1911 53 6 1 1945 51 18

1920 160 25 1 1946 192 ･65

1921 126 26 1947 553 223

1922 141 44 1948 918 222

1923 217 81 1949 1j443 205

1924 215 “ 1妬｡ 2,821 275
1925 280 “

計 7,701 3,120 213

なりつつあり,内容の充実が思うように行乞､ないとの事で

す。それに比べまして各州の，中でも財源の豊かな州，特

一
垂

＝

‘ 本のドクタ炉-のような臆大なあるいは精鍛なものは出来な
一

いかも1-ﾉ雑まぜんけれども，やはり相当なものを要求され
にこのニユ戸雪一〃州の如きは財源が豊がで非常に工業が

磯であり，パルプ工業なども活溌であります。いきおいそ

ますのでそう簡単じゃないのです。1900年壌長合計213人 うい5ものにバックアップされて赫学の教育なんかも充実

凪しております5修士の数においてもドクターの数に於て して鏥ります。それ麺蓬5いう謂織力にイエールやデユ

も，やはりアメリカの鐸の名門というのが走っていて例 一クも押されて行く，そういう傾向は緋､、ぱアナウンスメ
、

へぱイエール大学です｡･アメリカでイエール，ハーバード ン卜檸校の案内識を持って来ており蓑すが，こういう

と云いますと示度イギリスのケンブリッヂ；牙ツクスプオ ものでもなんとなく察しがPつくのであります。大変アカデ

ードという位に当りますが，そのイエール大学の称学，シ ミソクではあるけれどもイエール大学ほ，案内書も貧弱で

ラキユース大学の赫学，ミシガン大学の搾学，もう一つこ 写真も何も入Jっていない。所がシラギユースでは立派な写

こにデﾕｰｸ大学bこのデﾕｰｸとイエールとこの2つは 真を入れて｢大学院」とかあるいはF大学の昨今Jとかそ
一一、大学院淀けの林学であります。今いいましたデユーク･イ んなもの迄入れて4冊位鋤ﾐなものを貰って来諜した。

エーール。ミシガン・シラキユース，この4つが修士，博士 とにかくこの所金廻りの良い所と悪い所との差添はつき
よ

の主なる鎚苣謝了であります｡最近は""大学が犬分のし りして索たのでありますも ミシガン大学の称裟も立派で
上って来ておるような状態であります。 す。シラキユー系大学では教授,助教授70何名おる。林

今イエアールをあげましたがイエールは私立でありまして 学だけで犬きな建物を2つも持っていてまだ足りないから

最近のこの国内経漬状態では,私立力誹常に経翻鶏屈に もう1つ作ろうとしていますb実に,ちょっとまね麓しよ

．一一5－一一

一
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塩谷： アメリカに於ける林学研究の現状

葦したけれども想蝉ﾒ上で，冊数が多いという事よりもよ

く雲鑛されておって叉よく利用し筵おる。イエール大学林

学部の図書館は8万部です。シヲキユース大学材津部は6

万5千部といっておりましたが，ここでは閲覧室にはいり

ますと，制錐に関係したものだけで幟ないんですが,新刊
一 i

雑誌が160種程づらりと棚に並んでおる, 160程ですよ。

そｵ嘘､らバークレー大学では10数ケ国からの外国難誌が

50種続けてz､っているそうです。実は蛎誇やらそんなもの

が外国から沢山はいることは必ずしも嬉しいものじゃない

のであります。沢山あって読誉なくちやならないと思うと

頭庸がするのでありまして，戦争中に本がはいらなかった

のは，そういう意味からすると楽しい嘩轍であったんです

が，そういう感情は謝青として，やっぱり読みたいなと恩

5時に自由にどこの国の本で心読めるような日が早く来れ

ばいいとつくづく思うのであります。

さて‘それでは大学を出た人がどういう所ｼ、行くかとい5
鼬

と，大体御承知のよう腱，アメリカの森抹の面積は日本の

約10倍と見てよいと思L､ます･僅淋局は10です。その

分布はこの図の様趨は噸.冠ありますが,この東部の方
の色の付いた所が皆森林という訳じゃありまぜんで，この

白い所は全,々森休がなl､のですが,この色のついている所

は森林がとにかく分布しておるということです。農地もは

いっております力森林もあるという所なんです。これは樹

種，林相に依って分けてあ‘りますが森林の分布伏態力號燃

判ります。こちらの地図は国有林が緑で，紫は国立公園で

す;黄色いのがインデアン・レザーペーシヨン即ちアメリ

カインディアンを特に保護して住わして溝る区域でありま

す。これらの森休の所有関係は大体こんな風になっており

ますが，特にZメリカでは公有称が約3分の1である。こ

の公有林の中には国脊林がはいるのでありましてむしろ国

有林が大部分なんです｡ﾉ但しここでも判るように，アメリ

第3表所有別森林面積

5といっても出来ません。その認篇その側疾庭驚かされあ

のであります。特に確関編パルプなんかはここであ'り

まして，もう一つミシカンメ学という方力蔀材コ雲方面で
立派な茄譲を持った:鐸であります。

それから只今教育の制度としては夫学だけで専門学校み
たいなものはないと云いましたが，ここに一つ，レインジ

ヤースクールとL､5の漆ありました。それはニューヨーク

州で,_シラキユースの鐸の演習林にあるんですが，人里

鯛,,たｶﾅダの国境に近い伽の中にありまして年灸30人
位の卒業生詮出しておりますが，誠に風光明媚な所喧あり

ますも丁湊私共が参りました時は学生がロッキンクわ実習

でキヤタピラー左使いまして集材，巻き立なんかをやって

おりました。これは1ケ年間のいわ'螺郁ド保謹莚学校であ

りますけれどもさつきも申しましたように担当区というも

のの観念が日本と大分違っており讃すから，係謹吏といっ

てもやはり相当の教育をやっております。

それから大学では演習杯を方燕で見せて貰い霞した。む

こうの演習林の使い方は我詩と大体同じでありますが特に

夏とか春にまとめて長丸､場合には10週間以上入りつきり

でその中で各種の実習をやる，その為に立派な設備力盤へ

られておりま､す。ノースキャロライナのロリーリーの大学で

ｲ士私が京都大学の岡崎教授と一緒に鍵村糾祭の実習を見に

行ったんですが，学生が皆自動車の運転が出来蓑すから学

生だけ乗ったバスを趣伝して行く。私達力譲つだ乗用車が

その後から行きましたら道の途中で前のパスが突然とまり

ました。どうしたんだろうと思っていると，学生がバラバ

ラとおりて道の両側幅とんで行きます。そしてそこ炉落ち

ている実を拾ってポケットにねじこんでいるのでありま

す。聞いて単ると，大きなペカンの木で,道の両側に植え
グ

てある。そして学生達は実習している間に時ミポケツ1,か

ら出しては割ってかじっている。

私達にも呉れたがなるほど食べてみるとおいしし？のであ

りまして，クルミより果肉厚く脂肪も相当あるようです。

私も内地では実物を知らなかったんですが，むこうに行っ

て幟じめてぺカーンというものを見て，なるほどおいしいと

思ってついでに2ツ3ツポケツトに入れて持って帰ったの

であります。聞いて見ますと賀川豊彦先生なざ､肝入りで

大i鼬反寄せたそうで，今で侭珍しいものではないという事

が判り童L燕。

そういう実習にも参加致し蓑したが，特に演習称は研究

とか教育とい5事が本位でありますから，我国のように無

理に収益の増加を要求されるような，支出の150パーセン

トの収入をあげろというよう…kはむこうには無いので

あります。

それから林学図密館が完備していることは期待しており

《
一

〆

＝

~弓

非経済称 全林地
一一一

諒吾|％ 顛吾|％

経済林
所有別

顛舌|％
一

80

86

84

100

農場林

産業有林

公有林(広義）

．。 計

139 30

2“ 45

116 25

型61 1m

184

225

215

624

45

19

”

168

27

12

61

1“

力では国立公園及びインディアン保存地区力湘当な面縦で

ありましてこれらの森林は内務省に属しております。です

から林業関係で公務員になる場合には林野庁だけでなく内

務省にも相当行き堂す。その他に最近有名になりましたテ

ネシ戸穴･レー。オーソリティーの林業部にも行くし，ある

いは農務省の中でもソイル・コンザーベイシヨン・サービ

’
･－－－6‐－－－
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塩谷： アメリカに於ける林学研究の現状

ス即ち錘保全局という所にも行きま､す。以前はブオレス

ト・サービスが主であつようであります。特に1912年の
一

款識を見章すと60パーセント力雲]政府の杜悪に従事し

ておったようでありますが，現在は旅業に職を奉ずるもの

が12,500名といいますがこのうち祁野庁関係が2,500.と

いうことであります。公務員たる事も仲鳧むつかしくて，

公務員試験に通っても上の方の2割以内でない倉林野庁に

は入れ鞭いそうであります｡所力淋野庁にはいっても担当

区の助手からたたき上げて営獅零長になるのに大体20年

近くかかる，これが実状であります。そんな点では森林官

はそういい方ではないという話しでありますが，併し官等

も俸給もそう差がつけられている錯けではありません。日

本の森林官と大分趣きの違う所は，どうしても日本では都

会に出たがるのであり，これは全設的な傾向として者鐸j

務を希望するんですが，むこうの人は割合にそう.いう所が

少l'糠です。というのは結局生活の色鳧な条件が笥践と田

舎に於てあんまり違ほないように，要するに田舎の生活が

カムブアタプルに出来ている，皆自動車も電気冷蔵庫も持

っておりきすから場合に依っちゃ田舎に住んだ方がいいと

いう場合もあるわけであります。

最近，特にインダス'､リーの関係即ち会社，工場が非職

に沢山の林学捧生をとって諸るようでありまして，今は

もう工業関係が半分位とるといってる人もありました。し

かし勿論,全体の数から行きますとまだインダストリーは

4,000人位だそうであります。最近それにステーツ，即ち

州，あるいは団体といったものが技術者を雇うということ

も多くなってきました。

そんな風になっておりますが，さてアメリカの#棒が一

体技術者をどれだけ入れることが出来おのか，サチュレイ

シヨン・ポイント飽和点はどこにあるか。そういうことは

日本で考えてみた人があるかどうか知り霞ぜんが，アメリ

カではそういうことを考へてみたそうです。色んな人の意

見でその数の差は驚ぐなか沁最少500人という所から最大

30万といり所迄ある。現在2万入ですから30万ならばまだ

．まだ入れることが出来る，しかしそれは極端な例でありま

してやっぱり1万から5万というようなどとを云っておる

ようであります。いづ》和に卒業した人は次盈とこの世か

ら去って行きますから無限にふえることはないわけです。

最後にそれでは感想を申し上げて終りたいと思いますも

私が向うで感じましたのは，これは人も既に云い古して

諮るのでありますけれどもアメリカ人の対日感情が非常に

良かったという事であります。それは私達だけでなく，在

留邦人が実際に住みよくなったとし､うことを切実に,我毎

に喜んで訴へておることでも判るのであり堂すb一度も不

愉快な感じを持たずに旅行する事が出来ました。それに私

共の場合は叉嗣睦者，教育者としての共通の感悔があった

訳でありまして，その場合には単なる親切というもの以上

に我盈の専門の分野に於いて彼は我為に何か葱利用さして

やろう，教へてやろう，叉我掩からも酌みとろうという気

持を持っておるという.ことを痛感したの､であり蛍す。非常

に懇切丁寧です｡丁寧な一例を云いま歩と私が＃礫試験場
の倉田博士にたのまれて，スムース･ブロームという雑草

の種子をアグリカルチヤル。リサーチ'・センターで送って

呉れるように頼んだんです。そうしたら私の旅行先へ手紙

が来ましたので，さては謹の頼んだものがないとか，都合

が思馳､つたという事を云って来たのかと思って見た所がそ

うでなく胸依頼の品はたしかに送りました。その他にも

2，3の種子及〔域献を若干送りました。筒こういう手紙を

添えて送りましたから控を差上げます」という手紙を貰っ

たんです。そういう例が一再ならずあった訳でありますも

それからもう一つ，アメリカの広い国土に資源の歴大さ

と，世界の各国から集って行われた混血,この2つがアメ

リカの国をして今日の太をなさしめた一議大きな原因じゃ

ないかと思うんですが，こｵ1物学問や研究の分野に鐙いて

もアメリカでは今混血が行ほれている。アメリカが現在持

っている有利な地位を利用してはおるのでありますが，と

にかく非常に熱心に外国の学者を集めてその人達から吸収

をする。叉自分のものも糟し気なく教へてやるというよう

な事が痛切に感じられたのでありますb今や英語はたしか

に世界語になってしまっている。よい承は必ず英語蔭紹介

されている。私共誘アメリカで会いました多くの外国人を

見ましても皆英語が相当腱うまい。世界の英語を話さない

国の人がこれほど迄に英語を話す･ようになっている。従っ

てアメリカは各国の色燕な知識のエッセンスを充分に持っ

ております。ソ連圏のことも大方集まっています。所謂ダ

イジェスト文化なんかというと多少悪い意味も含まれるよ

うでありますが良い意味においてダイジェストしたものと

して，我為はアメリカに行けば大抵のことを学ぶ事が出来

る。我,々は世界に手を伸すという事は仲煮容易な事ではな

い。むしろ不可能なこと歪ありますが，アメリカならば割

合に手近かな所にあるのでありまして，ここから我,々は，

大蕊利己的で参るようでありますが'アメリ力さんをうま
く利用して世界の知識を吸収するように心がけるべきでは

ないかとい5事をしみじみ考へ乍ら帰って来たような訳で

あります。大変固いお話ばかりで恐縮でありました。叉既

に質問の時間も.なくなって残念でした漆，これを以って私

の識涼を終らして頂きますb御静聴を感謝します。

（責任記録本田宏）

《
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効果とその將来に関する一考察 I
I
l
I

堀 止 之 I
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．蜜えがき 2．空中写真利用状況一覧表
胆し26年度はn月末現在）

空中写真が各種産業の基本計画に利鮪して著効のあるこ

と『職I内蜘E臓ふ;獅懲ら混羅経て職‘燕扇通堅2123隼庭lz鐸匪弱年度|26皐庭計

繊需:灘儲鴎｡爵”
日本も経済再建と戦災復興の方針を強力に推し進めること

となり，連合軍就中米軍の好意により，米陸躍撮影の空中

無臺
写真を利用することを＞昭和23年10月に始めて許河さ

耕地調査（'5:狸('堅鯛 一(5)2れた°

林鰯部門に於ては過去の経験に鑑みて,この空中写真芝 都市計画（恥黙7蝋4鋤

難藤:識‘職職襄
森林経営の為の基本調査に具俸的に矛堀する方法を確定し

て，昭和24年ｴ月から実尾の第一歩を踏みだした。

特に民有林施業案編成調査に篭いては森林測量の撰術的
開拓計画 （6）88

水準力批較的低かったのでその強化策として空中写真測
ダム 〃 （7）

懲の利用により，従来の測量及び森林洲査に一層の精密度 163

篭高める鳳的でどれ詮剰用して,今回初あて全民有林野 港湾 〃蝿4
地賀鯛査曾響18の調査が完了し，資源の実態が明らかにされたことは誠に

喜ばしいことである。この基礎識の費料によって，昭和
総合開発計画

27年度から新しい森ﾎ檮f画腫よる加諜の調整が行ｵつれると

職霊
土地利用〃

共に森制擬源の培養と保続童図り，更に林産物利用の合理

化に依馬林業振興の施策を行う段階に立ち到った現在,空 道路為線〃

蕊； ゞ三認:: 二"割#鰯；
中写真を利用した実績と批判を坂纏め，今後この空中写真

を如何に利用しなければならないかについての私見藍述べ

て詣斑の御批判鞍仰ぎたいと思う。・
溌界確定〃 一(1) 12 一 一(1) 12

1経戦後に於ける日本の ‐ 築堤計画 一(1)30(4)46 －(5) 76
空中篇冥利用状況 災害調査 一(1) 8 － －．(1) 、8

舗三
作物報告〃 － －仏）77

1．各産業部門に於ける利用状況
鉱(卿山開発 一 一“』96忽

空中写真の利用は,赫野,"II並に都市計画部門が主軸 ⑥
火災対策 i －1 － Ⅱ“ 一となってその利用が普及発展した。その年度別，利用目的

利の状況臓次表の通りである。 ‐海図修正’一一('2"(6)72州,273
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第1表
治山治水計画

1．空中写真鬮坂調製状汎
国土調盗

種類(縮尺)｜枚数｜ 摘 要 利水．計画

鰄鬘:雛鍾
一

(1ﾇ8）
15.8韻

計

註単位ば枚，（）は件数である。(筆者） オオ癖庁計画課技官

－8－
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3．

森林調査
主なる利用目的巴関係官公庁

全国各都道府某林野関係機関及盤林省林

野庁各営林局

各都道府県都市計画関係機関及戦災都市

建設省各地方建設局，林野庁各営林局

農林省農業改良局統計調査部及各府県関

係機関

建設鐵覗I偏,各地方建設局,公益事業

委員会，各都道府茶関係機関

国有鉄道各工事部

公益事業委員会，各府県関係機関
へ

通産省地質調査所,資源i認“保安局，

各通商産業局

経済察定本部舞源調査会，各都道府采関

係機関

建設省各地方建設局，運輸省自動本局

海上保安庁水路部

資源庁鉱噂保安局,鉱山局,炭政局
建設省地理調査所

基き，主として森林測齢の部門に於ては具体的な利用法を

決定して，昭和'24年1月から民有林施業案編成事業に，

国有林野測定事業並に経営案編成事業に同年4月から利用

の第一歩を踏み出した。然しこの事業を行うに当り，林業

技術者の極めて少数の者を除いては，空中写真の取扱ひや

利用方法等について未経験のものが多かったので，民有林

では空中写爽測麓の作業は民間測鹸会社中のこの測溌に技

術と縄溌のある会社が週濁して委託された。

林野庁は林業技術者に此の技術を習得せしむる目的で’

その写蕊の取扱い方法，判読方法等写爽の利用上必要な基

礎的訓練を実施Lた°即ち昭和24年8月約1ヶ月間，国

有林,民有林の関係技術者を，東京都下高尾山に集め,空

中写真を利用する測鐘並に林相判競の理論と実習を併せ加

味した識習会な開催して，技術者の教育を行った｡更に昭

和25年10月静岡県四方郡吉奈村に於いて，民有林林業

技術者を対象とした第2回識習会を開催して，淵鐸技術者

自から力窪中写爽による測赴図の作成及び林相判読が出来

為穣に指導した。即ち現在は各営林局及び各都道府架に空

中写真蓮林業経営関係の調査や測餓に利用できる技術者が

各2～3名配置せられて居り，此等の技術者が中心となっ

て直営作業を行い，他の林業技術者にもこの技術指導を行

5と共に，会住委託の測鐙図の鱈を或る程度迄実施でき

る組織を確立したのである。この様に系統的且組織的に空

中写真測過技術の教育を行もっているのは林野部門の以外に

は余り見かけないのではなから5か。

2．民有林に於ける実繍

民有林に於いてば昭和24年ユ月から現在迄に力…編

成錐に検訂事業分鐙の約2割を標準として，空中写典を利

用し，図根点網図及び地魏図を調製して基本図叉は施業図

の作成を行っている。

図根点網図とは，コンパス測簸によって行う周囲界'称

班葬及び小班界等の測鐙のための基準点（図根点）を現地

に設置し，その位置を空中写真によって測騒し，直角縦横

線,座標値這表示;-る方法で,此の利用した事麹抵は現在
迄約115万町歩で全調査面談に対し約7.4％を占めてい遥

地貌測壁は現地に図根点左設厩しその位置渥空中写真に

より測鍾すると森林区劃測遼（行政界，碧馳界,林班界，

小班界，一筆界等のiMM)に必要な稜線及び鋤II道路等の

固定線を現地で写爽上に確認して剛上する方法で,地貌の
表現方法は地性線を使用している。この矛堀した事業分鐘

は約334万町歩で全調査面鍍の約22％筵ある。年度別利

用の実績は次表の年度別航測利用面穂を参照されたい。

前表の中で第3期事業に於いては，特に鞘密測通図の作

成を試験的に行った。その地域は抹業経営指灘村として指

定されている市町村の中で代表的なものについて，その図

都市詩画；

砂防計画：

耕地計画：

河川開発

鉄道路諜計画：

変ム計画：

地質調査：

一己

《
晴 総合開発：

道路調査：

海岸調査：

鉱山開発＃

基本修正測量？

2．各産業部門に於ける利用の方法

各部門に於ける利用方法はそｵI悪､,の利用目的叉は調査

目織匡よって異なるが"大部分は写真による現地の地形，

地物の判読並に事業のたあの計画図の作成を主としてい

る。特に河川砂防調査は，その利用区域が河川の両側5～

10kmの識に豆る調査及岱測量を行うのに比し,電源開

発の調査,林野の経営計画及び都市計画等ほ集団地を対象

として調査及び測量に利用されているのが特徴である。

更仁昭和25年度以降は国土総合開発調査等の新しい土

地利爵の高度化を目的とする基礎調査のための測量並に調

査が進められる様になったが，これ等の分野では経済的，

震源的に見て重要な一河II流域全域を単位とする調査及び

測量に利用される様になって来た｡即ち利用も集団的な区

域に対して高請産のものを要求されて来ている現況である

この点米国陸軍の空中写真は全国平均撫食4万分の1の

縮尺で撮影されているので，これを2倍に引伸し産しても

精度の点から見ては利溺の限界があるので,今後は各部門

が必要とするより大きな縮尺の写真が入手できる標な新し

い撮影組織の具体的な対策が樹立ざれなけ郡Lぱならない。

一
一
二

／

、

I林野部門に於ける利用の賞績

1．利用の経緯

林野部門に於ては昭和23年5月山梨果鶏駒村にをいて
林野師軸理調査所,其他関係機関と協同して空中写真利

用の効果を測定したが（本誌96号蕊告卸その結論に
坐

~
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堀：林野に利用ぜる空中写真闘睡の効果とその将来に関する一考察

（1）図根点の零面位置の精度

1/20000引伸写真を利用して図解輻射譲法による作図方

法による平面位置の許容限度は，図根点にあってば,地上

Et10mと定めて作業を行なって来たが個所に典り此の定

〃限をはるかに越えるものがあった。

特に初關に於いては図根点の選定位置を綜班界の起点又

は終点に設置する濠固定した籍果，その隈定された位置を

写其上に確認することが困難な個所にあっては推定による

現地東臓を行なって図化したものにつL､て精度の不良のも
のが多かった。従って昭和25年度以降の作業地域につい

ては之な改正して現地で確定的に刺針出来る位置を図槙点

に選定出来る濠に指示した結果，之れ以跨こ於いでは測量

技術者の能力にもよる路一定の精度を保つようになった。

（2）界線及び一般地物の平面位置について

称野部門に於ける重要な測量因子としては,市町村界，

林野地区界，抹班界，主要な稜線,"II等の位置･透ある力；

之等の平面位置の許容誤差を原図上地上.15nxを限度とし

て作業を行なっているPこれ等の測定因子中，瀞馳界の図

、化は精度が不良であった。こ#'‘は一般に識hは写真上腫白
色に撮影されるので，接続する森林地帯が幼齢林であると

か，広葉樹林嬢林や,草生地,疎林等,写真で色調による

判競や立体視による高さの区別が田来ない様な地域にあっ

て特に不良であった。止財しは現地調査により写真上に補正

猫示してから図化する犠な方法をとって来たが作業者の技

刷耀旋によって購庭は相当の差異が認められた。

これ等の糖度を高める点からは，撮影縮尺の改正詮行う

のを理想とするが，現段階に於いては，設定された図根点

を基準点としてコンパス澗瞳による補正を行う様な方法を

とった。この方法を採用した結果,林業技術者酋轌真澗瞳

図の精度に対する批判，検討を行う機会を届与え非常に効果

があった。その他写真の蔭影部に於ける現地補正を行なは

ない個所は精度不良であったが,之も現地調査を加味して

補測する壹とく改正した。
次に市町村界叉は染界等，作業単位となる外周線の測量

成果が示良な場合力認められた。

即ち相隣接する2個の市町村を図化した時に,作業者が
異る場合,叉は琴跨社力窪なる場合は頼互に蕊がない

ため撰合がつかない場合動認められた。この点も改正する

…された。

この穣な測量技術上当然必要であるｲ饒上の指示は，こ

の作業の企画者が作業者に対して搾諺寺する橇にしなければ

ならない。

（3）測量方法及び地形の表現方法について

我々が民有林に於いて採用して来た地貌図は,地性線法
による地形の表現方法によってゐる。此の方法にエろ測量

第2表年度別航測利用面積一覧表
＝

測趣種別面穣（町）．
期別期 間

地貌図|図根点図曲線図｜ 計

謝謝蕊
』

第一期24.1-24．

第二期24.9-25．

霊三期25.4-25．

第四期26.9-26．

計

面を立体的に利用する効果を目的として，ムルチプレツク

スによる曲線図な約7万町歩について調製した。叉第3期

以降に於いては林業技術者による直営作業を推進し,委託

作業を遂次減少せしめる方策をとって来た。

その結果』秋田，山形，山梨,兵庫,愛媛,徳島等の各

県は年内1万町歩以上を直営により作業を実施している。

叉林相調査や標準地調査の選遥等を写真判餓により行1,、

或る程度の効果をあげている，此の利用を最も効果的に行

っているのは北海道庁道有淵課である。

3． 国有称に於ける利用の実綴

国有林では昭和24年度から主として地形測麓に利用し

て，全国有林野地域の4万分の1空中写爽を懲備したが，

測量業務の重点施策を境界確定測麓の完遂に羅いたので，

技術者ガ琴葉によって地形測麓を行う余力がないため，修

得した空中写真測鐙技術を活用する機会が与え.られなかっ

た。然し局部的な利用として図根点の選点計画,或は測定

業務計画の参考用として写爽を和用している。本年朧は旭

川営林局管内層雲峡事業区力種要な奥地開発対照地域とし

て重視せられて来だ現在，その包蔵する資源の実態調査と

開発計画のための基礎図を作成する目的として空中写其に

よる測量及び調査が行なはれている。文愛別経営噺§ける

地形,秣班測溌を空中写真による機械測賦を行う計画力確

められている。この成果は近く発表せられると考えられる

が，今後,北海道に於ける測定業務の方針を決定する費料

とじて重視されている。

以上の如く測定業務については未だ本格的な矛鵬の段階

に立至ってばいないが，経営案編成の調査，治山関係の調

査等には2万分のユ引伸し写真の活用が目立って多くなっ

ている｡叉時に前橋,大阪並に名古屋営林局管内に於ける

治山関係の調査について試験的利用が行なわれているが今

後此の分野に於ける利用方法を確定する髭重な盗料である

国有林にあっては以_唾ぺた如く測定事業よりも，直接

経営関係の調査に漸次その利用分野が拡大されて行く傾向

力識くなって来ていることは注目に値する。

Ⅲ精度批判
1．測量図の続度について

》
一

、

一
一

●

3
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堀：林野に利用せる空中電､ﾘ壁の効果とその将来に関する一麹

た。前述の様に北海道庁道有林課に於ける兼噸方法は今後

北海道の林相調査'§､の写真利用の技術普及の母体となるも

のと考えられる。

＄3）以上の如く’今後此の部門に写真を利用するには
撮影縮尺の改正力泌要潅あって，我盈林業諦弓に於いて全

面的な空中写真の利用は15,℃00分典1～10,000分の1の

縮尺による再撮影可能の時期が来て初めて実施されるので

はなかろうか。

3．委託作業について

民有林施業案編成事業に於いて民間測量会注へその空中

写翼測逼嘩業の一部を委託した事は此の測量技術が林野部

門に普及された効果のあった反面，今後此の種の事業篭委

託する場合考慮しなければ癒らない点力種灸あげられる。

即ち『委託事業を行う場合は、次の点に留意しなければな

らない。

（1）空中写真測量事業は総べて中央の企劃，指導によ

って行うこと。

空中写真測量事業は測溌法によれば基本測量としての性

格が極妙て強<,又国土調査法によれば大部分の林野地域

における一筆調査“は一筆測鋤力控中写真測量によって
・ 牙

実施する糠に定められているので，澗鰯経費事業に必要な

調査叉は鯛媛のために便法として利用したこの成果が，今

後は他の産業にも広く利用される謙に留意して，－窪の企

劉のもとに，一定の作業方式により，一定の精度詮保持す／

る機に実施しなければならないと思う。即ちこの点に関し

ては建設省地理調査所も特に綜合雛Iな面から調整を図って

いるが，作諜諦画畿関としても広い視野の面から協力し
て，でき湯だけ国費の節約を図りたいものである。

（2）測量会社の選定ほ広い覗野から之を行なはなけれ

ばならない。

胤繼は国民が必要とする国土の実態を把握し産業振興の

母体でありその国の丈化程度註表す（戸メーターである。

叉，測騒事業は各種公共事業の企画立案の謹礎業務である

点から見て公共性力極めて高い。特に大地測量を行う分野

の測麓は国土計画の基盤となる篭本測量の性絡が強く此等

の測癖業は一般企業に比較して極めて利潤の低いもの竃

あるはづである。即此の測簸事業に繩幹するものは自己の

行う事業力垂共性の高いものである事を知り，その自己の

成果品が広く利用されて価値あるものである事を認識した

会社であり，経営者であり，技術者でなければならない。

此点の過去の実績室正し<検討を加え，優良な会社を選定

しなければなら詮い．

（3）委託単価と厳正に査定すること。
"

従来林野部門の単価が甘いと良く謂はれてゐる。而し此

の単価の査定に当っては行程調査の記録が少く既述した黒

図の作成について，測量関係部門において種為の話題にな

ってゐるごとを知●てゐる。即ち地貌図を測量図として見

た図面は等高線図式（立体的表現方法）と比較した場合，

一段下級の地図として見られるばかりでなく，林野以外に

職余り利用価値が少ない等力戦判要点･をある様に思はれる

然し此の作業方法は広大な地域を短期間に制限ある経費

で必要な地物を描示し要求する精度の図面堂作る方法とし

ては現在の情勢に於いては最も適した方法であると信じて

ゐる。

この作業方法は何等の施設を要せず，林業技術者自から

修得した御廠の練鱒によって増をその精産を高め>質の向

上へ向うための技術を練磨する基礎作業方法とjして今後も

考えらるべき方法である。而し近き将来に於いて撮影が再

開せられ,新しい測量機械が使用出来る時代が来たときに

は，我燕としても第二の段階に進むべく準備を今から考え

ておく必要がある。

（4）其の他

其の他此の測量図の精度の点から見て不良であった点，

特に次のものがあげられる。

a) セルロイド原図が二枚以上に旦務場合，その接合

の処理が不良で動接合線雁誤差力喋中されでゐる場

合がある。

b) セルロイド原図詮五千分の一に引伸した引伸原図

をトレースするときに起きる誤差の消去法が不良で
ある。

c)写典印画紙ぶ製図用紙，セルロイド板等図化に使

用される用紙の伸縮の限度を明確にしてその用紙を

選定していない場合。

此等の不良な点は作業規定によって明確に作業方法を規

定することによって解消される。

竺
哩

一
声

林相調査及び立木材積調喪

調査に我淺は当初空中写真を利

への利用について

用することが今後の

2．

此の

新しい調査方法を確立する重要な事項であると信じてい

た。

然し，4万分の1のrl､縮尺の写爽這は，余り利用するこ

とが出来なかった｡我々力荊用して効果のあった点は

（1） 2万分ノユに引伸写真を利用して樹種判読を実施

した場合は，針葉樹と広葉樹の区分及びスギ，ヒノキ，マ

ツの類別，ナラ及び樺類の類別は概ね可能であった。

（2）立木材積の測定は測定の因子となる樹冠直径，樹

高並に二立木本数の測定が写真が小縮尺の洋め困難で漂準地

調査因子による比較目測の判誠方法によっても余り正確な

数値を得ることが困難ごあった。此の点，北海道は此較的

撮影縮尺が大きく，之を2倍程度に引伸して使用すると伽

は，林相，地形が鼻輪Eであることから利用効果は認められ

－11－
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堀？林野睦利用ぜる空中写真測量の効果とその将来に関する一考察

駒村の試験調査を基礎として関係者の協議のもので決定し

たものであるが,当~之が決定に際しては空中写真測量の擬興

!な図る意味からもその年髭の物価係数に応じて単価が決定

されてゐる。

而し此の挙価中管理経営蟹其の他の経菱が直接費に対し

“％を占あてゐる力謹T,ほ今後会社の経営方法の改善によ

り或る程度圧縮添可能である。此の単価を既往3ヶ年の実

績より見て今後ほ当然改正されるべきである。

此の測量喪は地上測職澱の約4割にしかずぎない。
即ち測量会社委託費の1町歩当りの単価算定表によれ朧

昭和24年度に鍵し､てはユ町歩当り地説図が32門，図根

点図が20円であったが,第3期事業以降に於いては前者

が42門，後者が26円となってゐる。而し昭和26年度

に於いて林野庁が全然此等の監督指導を行なわなかった結

果,単価は最低35円より最高80円に至る天幅な変動左

示してゐる。これは図化竹錐泌喋団地と散在地と．霞斯5な

ったものと思卦つれる漆,其の他各地の特殊割青もあること

と推定される。

（4）作雲規定を明確に指示すること。

測趨藻を雲倉する場合，作業規定の明確な指示を行う

ことはその測遣成果の精度を確保するたぬの最も必要なこ

と宅ある。特に空中写真測戯事業はその作業の性質上規定

がない場合は最もごまかしやすい事業である。此の点他の

事業の場合と異り重視さぜら‘しなければならない。

（5）成果品の現地点検を必ず行うこと。

現地怠換の際重撹すべきことは, a)図面の接合地点が

正しく測定されてゐるか，Ij図摂点，ホ密線が設定さ

れた位置にあるか, c)謂蝿界の測定使置等,森林区割測

趣の蕊要線についてその関係位置を点検すべき遥ある。

（6）点淡の結果は委託会社に逼知L,不良のものはあ

く迄もその原因を追求し，精度の向上を回る必要がある。

結 言

今後の対策

以上終戦後我兵が赫野部門に米軍の空中写真を利用した

概況とその成果についての批判を述べたが,講和条約発効

綾に於ける日本の経済自立政策を推進せしめる為の我が農

赫錐政紫の中核諸なす土地産業の華盤となる夫然資源の実

・冒謝策を樹立すべきである。

撮影着手の第一段の目標となる地域は先づ北海道の大雪

山系の森様盗源を中心とす霜総合開発計画の一環としての

林業政策を早急に樹立するため実態調査の劾鞠嬢施を図

るため，之の地域の撮影を早急に実施すべく対策を樹てる

ことを進言したい。此の撮影によって空中写真による森抹

震源の実態の把握と開発計画図の網茂は，（今後のパルプ

蕊源の供論地域として，叉電力資源の供論地域として期待

されてゐる此の地域の開発す為為に)現在我持に課巷られ

・た重要な任務であると信じている。

我舜蒟噺規に撮影が行なはれる稜になれば此の写真によ

り，直接営林局署や都道府采林務関係機関はその林野の監

理経営のための凡ての事業の企画図とじて有効に利嬬する

ことが侭来る。即ち治山関係，造赫関係，林道関係等の必

要な事業を行う地域の調査は凡て写爽によって行ほれ．そ

の事業を行うための黄本の適確な鎚資を行5ことが出来る

此れは現在施行中の森林法に基づく森林計画編成業務の

一の重要な政策としてとりあげられるぺきであり，之ガ蘂

行は穂野庁が国土調査渓に基づぐ事業との密接な関連のも

とに総合企画並に実施磯関として実行の態勢ガ潅備される

べきである。

即ち国土調査や国曇t総合開発銀ための必要なる林野部門

の調査は凡て空中写爽の撮影が実施されることによって，

容易涯実施することが出来るのではなかろうか。

，2．次に考え:られることは空中写真による森林資源調査

の態勢左確立しなければならない。即ち国有林，民有林を

通じて一貫した調査方法に竜とづく資源調査詮早急に実施

し，その跡する費源の量と菰り（面穣）を正確に把握し

て，それに立脚して林野の土角螺I用区分確定左行い，その

土地の生潅力に対応する林野の経営計画の樹立こそ，今後

の林野行政の基盤をなすものであると考えられるが,短時

日に一篭の精度をもつ調査成果を得る方法としては空F§写

真挺よる認査が最も適していると確信する。

鋤"方策としだ隙先つ撮識びに識罰幾関の鐵篇が濃
縮攻策の重点としてとりあげること釣鍵一命巣題であり,

更にこの調査に従蕊する按砺昔の菱成が次の謝遁として浮

び上Fって来る。

今

匡一ヨ

琴
可

態把握と之にもとづく士剣荊用の高函とを図るための重要 現在38万平方現在38万平方粁にfE縮された国土の最高度の利用合理

化詮目漂にしている土地康業の政策担当磯関溌国士の正確

な実態把握について種為実施した既往の調査方法並潅成果

を再鐙ﾅｫｰる壁に始めて空中写真による調善法は限ら
れた国費を使用する場合，より効率的な利用手段であると

政策を

簡繧とと

我々が体験した空中写真の釆晦にPつい

びつけて見ると，次の如き要点が，今

上林野部門に於いて検討されてその具

結びつけて見ると

ての今後の

後の空中写

体政策力噛糞の利用上林野部門

立されなければならない。 れた国費を使用する場合，よ’

1．我をI熊先vご鑪赫の実態を正確に把握して，搾聯の総 認識され為の遁はなかろうか。

合経営計画芝樹立ブーるため』我灸が窪寺葛縮尺の擬態が
◇

行な{鐡しる穣な駆織を作るごとく関係機関と連繋塗と風りつ

－12－
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風害地靜・屋敷林の活用

田 中 貞雄
〆

たもの）では防風林が整然と造成されているが，一般農家

は，各庵独立に屋敷林堂造成しているだけで，屋敷林は一

応精状をなしていても，所々に広い間隙があるたあ，耕地

防風としての役割は殆んど果していない状態である。

簔等力毒年1月より3月腫亘り実施した請験地の概況

は第1図の如くである。

第1図識淡地概況

一緒 言

屋砿林は古来より広く造成され，その目的も地方により

種蒔異っている。常時或は季節的に強風の吹走する地方で

は，強風より住居やその附属建物,家畜等左保護寸司るため．

屋敷林は風上に造成され,林弛の乏しい水田地帯では，湾

用盗材給源として造成されている。その他火災防止或は隣

家との境界，衛生風致等種為の目的がある。

海岸や関東地方の如き風蝕地では，殆んど風上に屋敷林

を造成しているが，之等の屋敷林は住居の保護が主たる目

的であって，剰蝿の保護に対fする考慮篭欠き，住,々にして

屋敷林の存在が,耕地め被害を増大している場合が多く叉

風蝕地の防風林造成が叫淘'乍ら，屋敷称の活用が殆んど

錘されていない状態である。筆者は埼玉・群馬･栃木の各

県下において見聞した資料及び現在栃木県那須地方におい

て実施しつつある試験を基礎として.,屋敷林の活用につい

ての私見を述べたいと思う。筒現在那須地方の防風林造成

に手をそめつ典あるの歪，この方面の研究者の御教示を戴

ければ幸甚と思う次第である。

二屋敷椋の防風効果〃

吾が国電は屋敬林噌ざ古来より風除林と呼んで,部落の周

囲に或は住居毎に孤立し:亡造成していたが,瀞馳の職と
綴びついた屋敷林帯億少か｡つ趣屋敷林の防風効果は，樹

種の構成状態や造成位置，形状,林帯間の#醗等によって

種兵異ってくる。一段に針葉樹,常緑広葉樹は落葉広葉樹

に較べて，防風効果が大きく，単純林は病虫害を受けて枯

損木な生じ易く，叉互の競合によって間隙を生じ易いの

で,針葉樹,､広葉樹,喬木,潅木の混清によって間隙の少

い屋敬林を造成するのがよい。屋敷林の所々iこ間隙のある

場合は却ってこの部分藍吹き抜けろ風の速度が増大されて

害が大きくなる。一般にば2劉紘の間隙になる様に造ﾛ鯛宇

るの力鰹ましい。栃木梁那須地方で実施した試験の結果を

次に述べてみよ5.：

当地は火山灰性軽髭な畑地帯で, 1～3月に亘る季節風

が卓越し，この掘間の1だほ6'陰鳧〃m/s以上の風が吹走

し，畑地の風蝕が激甚で冬作は－般腫収量の少いものとし

一

L

掛撞衿･興捨,術

洲憩旧～1斗、

妹緊坤悔a～7，L

淵隙ユ0－30ﾂ
乙胤 柵秘儲静

８
･写､白・

職
《13画
987．
頚但

咽5．画

を 垂

1．箒状屋敷林の防風效果

B謬癖は防風林としてもかなり整備されたものであ

った。屋敷称帯の防風効果は第2図の如くであった。

第2図帯状屋敷林風下の防風執果
痴、喪

箇
胞
８
ノ
ｕ
４
１

画
《
圭
塗

鵬溌津.理逮仙＄雅
dL I311～I5hの1＄土生

量
華
程

－

倍． ‐.．~…‐
一

槻漏侭靴

‐屋敷林風下樹高8倍附近では，平均風速10mお謹庭の

風では飛土愛は僅少であったが,風下樹高10倍附近より

風速は急激に増大し，従って飛土量も増し，風下樹高15

倍附近になると飛土斌が醤だし〈，小麦の被害も大きく，

耕地は小石と残穣した大きな砂粒で海岸の砂浜をみる様で

あ‘づた｡筒1~3月に亘る飛士の総量は，3倍附近迄除飛

土は殆んどなく，8倍で15mm,10倍で27mm, 15倍窓

53mm, 20～25倍で60mmであった。罐,飛士量は目

盛抗により削土の厚さ芝測った）

以上よりみあと，帯択屋敷林で耕地の風蝕を防iとするに

は，せいぜい風下樹高の8～10倍鐙童であることがわか

る｡次に並列帯状屋敷林の風下防風魏暴の結果について述
べよ･5｡

一
一
コ

て‘農家は半ばあきらめている状態である｡従って進歩し・ 患鋤帯状屋敷林の防風效果

瀧鱸熟撫璽皇琴懸篁｡露髻鞠蕊蕊蕊麓駕
睡者）関東東山農業試議場農業経営部 2林帯織樹高の略13借に当る風『『に存在す港ため，第2

毎
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田中：風害地帯屋敷林の活用
、

第3図並列帯状屋敷林の防風効果
、 、、

は喬木の防風称の造成も容易であるが,吾が国の多くの地

方で鮭，耕地は小面稜づ上所盈に分散しているため，防風
〃

垣の計画的な造成さえ仲々困難な場合が多い。

防風林，防風垣の造成に当り，先づその地方の冬季卓越

風の方向と擬略の最大風速を知っておく必要がある。之lこ

依って略屋敷紳帯間或は防風垣間の;鴎齢薯つかる｡､関東風

蝕地帯の最大風速は， ユ5～17mお位とみてよいと思うか

ら，この風速の50～60%を減殺する林帯の風下樹高倍数

を知ればよいわけであ務。林帯の防風効果は間隙の大小で

異ってくるが，注意して造成すれば間隙20～30％の林帯

に仕立てることが出来る。之を目標としての防風林設計の

1例を示す。

第5図屋敷林を基幹としての防風林設計

焔
６
３
今
３
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可

思
逮

や

各

偽
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醤
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２
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川
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藩'左信較
、 3 6 ヤ慨】 00【帥0皿.1 1

樹悪矯較

林帯の風上えも防風効果があらわれて,単列帯猛屋敷林の
場合より飛土率が少くなっている。風下樹高9倍で風速は

最大となり，それより前後に減少し･fい愚。減少率幟標準

風速の略1/2であった。飛土獄は風速と略並行し，9倍に

おいて鏡大を示したが，それは僅に4.8mmであった。

1～3月に亘る全乗土量をみると，屋激澗斌下樹高5倍で

4mm, 8倍で10mL, 9倍で15mm,12倍で2mrnで

あった。以上よりみると，並列して賦下に謬赫を造成す

る場合， 12～13倍程の瞬誰とし，両休帯間の中央Iこ1列

の2～3尺の防風垣を造成することによって，風蝕は完全

に防止出来るものと思う。筒防風垣以外の簡単な蕊立や夏

作物の蒻際を残すことによっても，風蝕防止の目的を達す
ることが出来よう。

3．屋敷林椿の欠損している部分

第4図にみる如く,B林帯の欠損部分は26mであった

が，この大きな間 第4図屋敷林帯の欠損部第4図屋敷林帯の欠揖
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並列の防風林帯間の距離を樹高12倍として設計したも

のであり，叉耕地力親拓地の如く屋敷の近くに集中してい

る場合であ.る。然し実際にI潮蝿が分散している場合が多

く，叉一筆毎の耕地が小面職ごあるため，単独に自分の畑

だけ防風垣を造成しても隣脚Nとの防風垣の連繋もつかず

その効果も余り期待出来ない場合が多い。従って防風林，

防風垣の造成駿二当っては先づ耕地の交換分合と，耕作者の

協同力洗行しなければならぬことを強調したい。

2． 風這及び屋敷林欠損場所の対策

風蝕地帯では多くの場合，特に被害の大きい風衝箇所が

存在する斌之がV､おゆる風道である。風道は，地形や林

帯,建物の有無等が原因となって出来ることが多いから，

それらの原因にざ従って適切な対策を講じなければならな

い。那須地方に蕊ける譲者の調査では第6図の如き場合に

風道を形成していた。この場合風道に当る部分の風速は，

屋敷林風下樹高30倍の耕地に較べて10～15％境して居
り，飛土量は20％も増大していた。従って風道に当る耕

地の大小麦は削土のため根の露出，吹き倒れによる枯死，

機械的障害等腫よる生育の阻害等多く，ために処盈に欠損
部詮生rていた･このような状況は風道では常に観察され

ることであるが,之も屋敷林の活用に依って充分に防止出

来るわけである。即ち第6図によれば,Aの屋敷林措をB

迄延長し,Cの林帯をD迄延長することによって略その目

的を達することが出来るわけである。樹種としては既存の

黒ぷふ恥
畑 』／齢､→鐡礎総

鷲鈎査

隙の風上において

吹走して来た風

'は，左方の林帯に

より著しく収数し

て風速を増すた

軸
８

恥熈
帯

潰断

め，風上入口附近の謙士は激しい風蝕を受けた。叉b地点

は吹走して来た風が,林帯の風上において収激しつ些林帯
に並行に近い角度で吹走して著しい肖吐在受けた．1～3月

に亙り飛土の総量はaで73mm, bで66mm歪あった，

風下出口附蛭のc地点では，収敏した風が発散するため風

速は更に増大し，同期間の飛土総量は85mmに達した。

このように屋敷称帯内の間隙が著しく風蝕を増大している
例は各地で見聞するが，この部分が風道となって往盈にし

て住居を破壊することさえある。従って屋敷林帯間の風道

に防風林帯を造成することが，住居及び耕地を保護する上

に重要なことである。

三屋敷林の活用

1．屋駁林帯を基幹としての耕地の防風計画

風蝕地帯において屋敷林が帯状に存在する場合，之を基

幹として風下に謂蝿防風林を造成することは，防風林設計

並に之が実行に当り極めて大切なことである。1戸当りの

割|地面談が大きく，然も瀞蝿が’箇所に集中している場合

一
割
．
一

〆
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田中：風害地帯屋倣林の活用

夕呈

喬木性の樹種は，下枝の落ちぬ中に一定の高さで伐り，

潅木仕立とすればよい｡之等の樹蹴中には枝紫を家畜の飼
料として利用しうるものや糊E原料となるもの，生施材料

となるもの，採油用原料となるもの等利用面砂診い。従っ

て風蝕地帯の農民力輔同して計画的に特用樹種を防風垣に

使用した場合，将来副業としても成果を挙げ得て一石二鳥

の効果を発揮してゆくことも期待出来るわけ．雷ある。例え

ば採油用としてツバキ，ツーザンカの如き，叉飼料用として

ニワ1,コ，ウツギ，ノリウツギ，イタチハギ，トゲナシニ

セアカシヤ，アオキ等の如きがある。之等の中枝条分枝の

第7図イタチハギ 少いものは根際より刈り砿・

の分枝法 って煎芽な多くし毎年之を

蝋 麓
法により冬季落葉後防風効果も充分期待出来る。

四結 語

以上，現在ある…{;の欠陥を指摘し,､之を有効に活用

する方法について述べて来たが敗戦後の吾が国は，狭い国

土に8,000万以上の火盈がひしめき合ひ生活してゆかねば

ならぬ以上,農業に限らず凡ゆる産業の面において経営の
合理化による生産の増大，ひいては純収益の最大を計らな

ければならない。農業における土地改良事業もその一つで

あり,屋敷林の合理的活用も叉その一環である。古い器は

打ち砕b,て新い,､器の中に耕地の交換分合も注ぎ込み，風

蝕による連年の莫大な被害をたちきらなければならない。
、

葡馳の交換分合--う屋敷林の活用→防風林の造成に進むこと

によって，風蝕地帯の農家は安定することが出来よう。

第6図風道に対す;る防風林植栽

f

も

Aa嚇劉"･"A沓風"""八

屋敷林と将来の樹高を同じくするため，喬木の赫帯がよい

と思弓。

3．農家に利用し得る屋敷林及防風垣の樹種

屋敷旅造成に用いら熟る樹種としては,屋敬林造成の目

的や地域の相違によって異るが』ここでは防風を目的とし
た屋敷林について述べてみよう。

屋癖fの織重は，諦丞の如く種鳧の樹種を獄肴すること

が，間艤を少くする上からも，利用上からもよい。比較的

陵張蹴果の多い識重を列挙す”護次の如くである。

針糞鋼：ヒノキ，スギ，ヒバ，ザワラ，ネズコ，モミ，

マキ，アヵマッ，クロマツ，カラマツ，イチョウ等 ､

広葉樹；カジ類ケヤキ，ツバキ；翰類等

防騨亘用として適当な樹種は次の如くである。

ウッギ，マサ孝驫 ムクケ，ピラカンサ，ヒノキ，サワ

ラ，カラマツ，カシ類，ニワトコ，ノリウツギ，ツバキ，

ヒサカ寺，チヤ，イタチハギ, 1､ケナシニセア釣シヤ，カ

ブーメモチ，マキ，アヲキ等

一

一
一

残部僅少一一一一一一 一一一

（林野庁編）

－－
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全国森林計画図
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新森林法による経営区と国有林の分布等，森林計画の埜本と寂る地形図で

あウます。

（縮尺80万分の1．3枚1組）

価（1組)450円⑦40R

申込先祗団法人日本林業技術協会
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稚蕊迩虫(．

、 前 書 するから実際上は非常に困難である。

苗圃に於ける擬切虫鴫仁コガネムシの幼虫）の被害は 即ち反当の有効施薬費は,DDは5,000円，二硫化炭素

育苗家にとっては杉等の主鶏甫害と共に,其の防除の方法 ‐は3,000円，クロールゼクリンは5,000門軽度の額とな
には最も腐心してv､ろものであって，これら防除に関して〆 る･

衞二耐賑素，ク戸一ル菅クリン,DD等は少毅であれば以前より色為の方法弥識ぜられ，功溌表され筵いるが，

中でも特に二硫化炭素法，クロールピクリン法，其の他石 ぱ入手も容易であるが，多識の場合は，特にDDに於て
灰窒素法等の土壌ガス燃蒸法が普通用いられているとこう は久手は困難である等の不利な点に対して,何時でも自由
であり，亦最近DDが輸入されて以来其の効力も相当高 にﾇL弓勃識兼で而も薬価力靴較的安価なDDT,叉はBHC
く示されている。 窪鍛って，時期的の制限詮受けず且，特別な作業を蕊しな

然しと鯉らは何れも土壌鰯蒸用薬剤の欠点として，苗木 いで床替と同時に，操作することによって，技術的にも経
に対する薬害力詐常に郷､為め腫施楽の時期が問題となつ 済的にも極めて簡易に防除目的を達成する施薬方法を換え

て本試験を実施したのであるが,鎖､第1回の成績は非常て来る。

即ち土壌内に於ける蒸散状態は地温と土難中の水分に密 に有効な緒果を得たので,裁に予報として発表し，批判を
．接な関係があり，地温が低く，土中水分の多識の場合ぱ蒸 乞うものである。

散作用が不活溌になる事は勿論であって，東北地方,特に 一目 的
多雪地方に於ては3月下旬より4月上旬の地温は埴下，0

繕時にDDT叉は"Cを土甑識布混入法並びに薬剤

種で大体7度より9淀程度であるから，この穫度の地温f香 を入れた泥水に苗梗を浸してF膳する法等に依り，果して
あれば完全な効力を発する迄は3週間内外を要するものと どの程度迄涙根切虫を防除することが出来るか，亦，この
思考されている。

際苗木に謝する薬害の有無等を試験する。
従って，秋田隈の嬢に多雪地方であり消雪期の遅れる地 一

方に於て使用する場合，例えば3月20日に消雪したとし 二試験の方法

ても土中水分が過度の為め,割艤作業可能な程度の湿度に A試験実施方法

一
面
、

一
』至る迄には筒数日を要するもの種あり，之に依り3月25日

に施業したとしても，地温も低く土粒間の含水愚も椅多い

関係から薬剤の蒸散移動が不活溌となり1趨・な効力を親

す迄は3週間以上を要するものと思考されるので，この為

必には床替作業を4月20日過より行わ准ければならなく

なる訳壷ある。

秋田泉地方に於ける杉の床替適期幟4月中旬より達くと

も5月上何迄であるから，施薬は3月下旬より4月上旬中

に行わなければならないが,其の時期の土壌の状態，特に

含有ﾇk分の状態が耕緩並びに施薬に適当であるか，どうか

力鍵の年の雪の戯と消当廟明に左右されるので，小規模の

場合は種盈工夫し得るが，大規模の場合はやLもすれば床

巻時期遅れとなる鯉があ為。亦施薬の場合は全面に施す為

試験地の士躍を深さユ尺に掘り，板で深さ1尺，幅3

尺，長さ4尺，即ち1区画12平方尺の枠を作り，，この

中lこ碧遁床替と同鍾の肥料を施し，5日後に各区に対し50

匹宛の根切虫（コガネムシの幼虫3齢程度のもの）を放飼

した。

其の後更に3日を経て無処懇区として全然薬剤を使用し

ない自然状態とし4撒布区と.して, BHC,亦はDDTの

一定麓を撤寵し土中膜よく混入せしめ，塗附区として，床

替等に際して根の乾燥壷防止する為めに泥水を肺曽させる

が′この泥水の中に薬剤を混入して撹枠し藏接根に薬剤を

塗附する方法である。

RIIjibDDT試験には杉1年生を使用し，各区共供試本数

を54本とし，無処理区は其の儘床酵を行い，撤布区は,2

､必1亡前記薬剤は，いづれも高価であるので多額の経費遼要 平方尺当り5．5グラム（反当換算5旺）を撒布し地中によ
く混入せしめ鐸礁毒を行い，塗附区にあっては圃魅のょ

鍵者）秋田県棒務部 〃 うk簔剤を混入した泥水を塗附けて其の儲夙轌を行った。

－16－
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鈴木：根罰虫（コガネ虫の幼虫）防除試験（予報）

蕊
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葱

(杉）各試験区に於けるコガネ虫幼虫の被害状況Ⅱ［

Ｄ
Ｄ
Ｔ
撒
布
区

Ｄ
Ｄ
Ｔ
塗
附
区

無
処
．
理
．
区

」

一
室

Ⅳ各試験区に於けるコガネ虫幼虫の被害状況
p
▲

(黒松）

Ｂ
Ｈ
℃
塗
附
区

Ｂ
Ｈ
Ｃ
撒
布
凶

無
処
理
区

領ﾛちこの薬剤と泥土との混合割合を次の通りとした。 亦BHC試験区に対しては黒松を用い各区共其供試本数

｡# |競蕊篭雛麓撫
ロ
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鈴木：浪切虫（コカネ虫の幼虫）防除試験（予調
一

、

生
育
状
態
（
職
）

ｖ
Ｄ
Ｄ
Ｔ
試
験
各
区
に
於
け
る
平
均

琴
一

Ⅵ

生
育
状
態
（
黒
松
）

Ｂ
Ｈ
Ｃ
試
験
各
区
に
於
け
る
平
均

諄
’
』B供試樹種並供試薬剤

三試験成績 ．

A秋季に至り次の結果を得た(筒掘取は10月下旬に

行い各供試苗の苗長，根元直径，根の状態等の調査を行っ

た)。

（－)杉

樹種|薬剤名｜ 戒 分 -|製造元
DDT

ベントナイト
カオリン

以
以
以
以
回

％
％
％
％
％

釦
睡
調
銅
－
５

イ
Ｃ

ナ
ン
リ
Ｈ

Ｔ
ト
リ
カ
Ｂ BHC5%以

上
下東京農薬
下 株式会社
上一

杉|鍜罰
確
擢
〉

己
●調

！
「
‐
細
川

上
以外のBHC 15%
トナイト 80%以下

’
二弁工業化学

株式会社
－

備考

－■■

試験
方法別 鶏|霧|嬢|響|響’C薬剤施用量

本
４
４
４

５
５
５

木
必
一
瓢

4，

38

54

33

％
櫓
一
夕

９
８

２
３ 才“

70

100

61

試験の名
方法別

撒布区

塗附区

無処理区

施用量
樹種｜薬剤

嘩瞳里薑緬量’面積

尺
：

詫
廻
〃
″
煙
″
〃

瓦
釦
弱
一
印
弱
一

。
●
。
。

５
０
５
０

瓦

5,000
500

5,000
500

杉
″
〃
繩
″
〃

DDT水和剤
〃 即ち杉並びに黒松共に，塗附区に於ては被害が皆無であ

り，撒布区は無処理区に比較して幾分かの効果はあるが，

反当の施要壁の不足の関係か其の差は比較的に低い機であ

る。

BHC水和剤
〃

－18－
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鈴木：根切虫（コガネ虫の幼虫）防除試験（予報）

も良く苗木全体の形から見ても塗附区のもの力輔後の生育

が睡織になる型の操に思考される。

之等を総合し推測して見ればBHC或はDDT詮こ

の量程度に根に塗附けしても苗木の生育状態は普通と何ら

変り’がなく，むしろ良結果を与えているように外見的には

見る事が出来る。

即ち薬害らしいも｡幟第1年には認められないと言ひ得

るのである。

・而し根其のものユみを仔細に注意比較すれば，撒布区並

びに無処理区のものに比べて，杉，黒松共に幾分力根の型

が側方に延びる力が足りない嫌にも見受けられるが,之は

薬剤揃記泥土）附着のため或る程度根が緊縛される理由

にあるものと思考され，亦前の反面湿気が普通処理のもの

に比較して最初から多く受けているため細根が多い様にも

思考されるから，この点泥土の濃度を変えて行く必要があ

る。

四結 論

（1）駆除に用5る場合は土製に撒布混入するよりも苗

根塗附け力勃果が強1，，．

．（2）1回床替の場舎(前記樹種)DDT或はBHC

水和剤を士壊害虫駆除として用いても，苗木に対する薬害
は認められない。

特にこの方法に依る利点としては，

(i)薬剤の使用量も極く少簸で防除目的を達するから

非常に経涜的で薬剤費のみでは（市価換算)DDの30分

の1，二硫化鐸管は20分の1，ク画一ルピクリンでは

33分の1で足.りる。 ， 』

(ii)薬剤の入手力極めて容易'である。

(iii)使用の場合は時期の考慮を要せず叉作業甑も特別

な労力を要しないで誰にでも出来る，

‐等である。

(二）黒松

蒲|鶏|霧|霧|響|警備、

需"字・
＊

撒布区 63
塗附区“

無処理区 68

％－

.SIBHC水和剤
,0 〃

､8

B供試苗木に対する薬害の有無

而らぱこれら苗床に薬剤を撒布亦は直接根に塗附した場

合苗木に対､す-る外型，（肉卿勺）の薬害関係を調査すると

次の結果となる。
’

トー）杉

|綾南裟剤|番鬘堯籠糎の稚
＝

試験
方法別

ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｃ
臥
夙
＆

２
２
２

WWn

6．7

6．8

6．9

掻布区

塗附区

無処理区

DDT水荊噴I
〃

照》
〃
〃

(=）巽松
－

試験
方法別 割灘|鰻の罐|…割’

平
苗

k ｍ
ｓ
６
Ｄ

ｍ
４
５
４

ClOl

9．5

10.5

10．5

》
〃
〃

写撒布区

塗附区

無処理区

BHC水和剤
〃

即ち杉の場合,平均苗長は撒布区,塗附区共に同じで無

処理区に於て劣り，平均梗元直径は無処理区力媛大で，塗

附区撒布区との順序となり，根の型は塗附区力邊も良く苗

全体の形から見ても蓉甘区のもの力鑛も良い楼である。

黒松に於ては平均苗長は鐵付区,無処理区共に同じで撒

布区が劣り平均根元直径は塗附区力鑛も犬で撒布区，無処

理区の順序となっている。亦根の状態は塗附区のもの力罎

一
一
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本会創立30周年を記念し新意匠を以て発売されたもので，各方面から多大の好評を
＝＝

三

三 いた瞥いて居ります。 三
三
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26日儲念式典の前日）午後1時から5時過ぎまで

日本間会議室 、

席 者 0順序不同）
聴き手 ・

柴 田庫県 栄氏林野庁業務部長
賀果 藤村重任氏 〃指導部長
良県 藤岡 光長氏元林業試験場長
海道 中金鋪三氏元太平木材KK

京都， 吉田喜八郎氏元本会常務理事
京都 玉手三棄寿氏林業試験場
京都 早尾 丑麿氏前本会理事長

京都 三浦伊八郎氏大日本山林会長
京都 菫宰

京都 松川恭佐氏本会理事長

昭和27年3月

森林記念館二階

一､出

日時

場所

語り手 鐸

一丸山佐四郎氏兵
宮内富夫郎氏滋
江畑猷之允氏奈

林 、常 夫氏北

三浦実生氏京

三矢宮掻氏東

寺 崎 渡氏東
正木信次鄭一氏東

漆山 雅喜氏東
寺尾辰之助氏東

】
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三浦(伊)ては丸山さん御感想を一､つ⑥ とから新浦まで船で行き,上陸して7日間余り馬の背に乗

丸山私は引退してから20数年になりまして,現在休 って創鮮を櫛斬して,森林を廻つたのですが'帰りは鴨緑
業というものから全く嵐爵1,ています。ただ体験したこと， 江を船で下るという順序でした。船で帰る時には，むろん

首の話をしたいと思い差す。胆治39年の7月に，何の予 朝鮮人と支那人も同じ客でした。或日少し遅くなって暗く
慌瀕職もなく招聰されて合湾に参りました。その時私は相 なってから鰄涜C,たのですが，宿屋というものは勿論な
到巴えており愛してカラーは"位でしたが,17のカラ戸 く’宿をしてくれそうな．ところに頼んで泊るのですが'私
はなかなか店になくて大抵'6半で間に合せていたのを覚 は言葉が判らないので同じ相客の支那人が一生県命談判を
えていますが，そういう太い首は生蕃人が大変好きだとい・ しておりましたが′なかな力細りませんので一~朝鮮人の
5のです。生善人の前に立つ定歩いていると，あの首は非 家は庭の入同と座敷の入口と二つあったので－－私は座敷
常腱いい首だと思って遂むざむざとバサツとやりたくなる の方の入口老ちょっと開けて腰掛けて休もうとした。とこ
から,絶対に先頭に立って歩いてはいけ癒いといわれまし ろがグﾂﾄ前からピｽﾄﾙを胸に突き出されまして'その
先。自分の首に関係するから気を付けまして，2年半台湾 時弓崖を引かｵしていたら今日の御招待にも伺えなかったの
におりました力毒ぃ典轌でした。その頃の生蕃人は，’八 ですが，後から話詮聞くと’巡査補といういわゆる内地の
の女を2人や3人･壱競争するとか』或いは何か2人の間に 警官の補助をしている潮鮮人でありました。それが不這鐸
争いが起きた時には早く首を硬って来た者が勝利者になる 人といって朝鮮の独立を希望する者達を監督する者だった
という習憤でありました。そういう時には首の太い細いは ために，不邊鮮人が自分らの家を探求に来たのじゃないか

関係ないのであり裳すが，（笑声)首を取られぉ入は誠に という心配から談判もなかなか折合わず’そんなふ5だつ
気の毒で，習慣とはいいながら何とかして早くこんなこと たのでありますb私力軽率に入口を開けたことは危険でし

は止めさせなければいかぬという考えを持っておりまし たが，幸いに助つたような次第であります。第三は，豊田

た。その次に満洲，朝鮮に参ったのですが，朝鮮は大正4 氏から頼まれて澗洲の蒋淋を視察に行ったことがあるので
、

年の恰度併合の後でありました。まだ鴨緑江の銭道なども すが，その時ど；しても一晩山の中窓野宿しなければいけ

ありませんで，上流に行くには京城から恵山鎮に廻γってそ ないということになりました。当時はまだ馬賊力輔んで’
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馬賊は追われた時早くなくてはいけないので三子を過ぎる
） と鬮職は出来ない。それ這濡賊だった頭目の襲う:な者を案

内として，ついて来て貰ったのですが,九分九厘まで自分
は大丈夫だと思うが一分のところは綿出来ないというの
で，それでも仕方がないから一晩野宿をして翌日篝務所に
帰ったのですが，その折も幸いに，恰度われわｵLが野宿し
た時に馬賊も半分そこ1挺来る計画になっていた。ところが

他の半分は少し離れたケシ畠に行って自分らの生活の元手
にしようとしておったところ，よく調べるとケシ畠の方は
保謹機関があって,半分では勝てないというので全部そっ
ちに行ってしまった｡それで幸い無事に帰ったの森が，
翌日事溺所に2人許り馬賊の者が来まして私廻腕時計を見
て簿愼くれというので-握事鐵所の人は馬賊に物をやって

提ｵﾌｵ1.ないとい5保証を得ているわけですが,私ば見鐸し
ないものですから，ここの人間じゃなかろう，その時計を
出さなければ連れてゆくというようなわけでありまず胃。時
計位なら安いからとそれをやってまぬかれましたが,そう
いうふうに三遍位危険を抜けて大正10年に内地に帰りま

‐

したずそれから青森，東京，高知の3営林局を経て再び菅
森に帰りまして，昭和5年5月に，思いがけなくバツザリ

とやられまして今日との首を晒しているのでござい雲すb
幸いにこの首があったので,この首を晒して御招待鐘つ
た次第でございますも

三浦(伊)丸山様,此の機会に当時の台湾の林業や，朝

鮮に於ける鴨緑江採木公司④模嫌について，もう少し詳し
く鈴話し頂いて置けば大変織購だと存じますが｡････

丸山それ竃は阿里山経営開始当時の想い出からお話し

致しませう。阿里山の美林は，明治28年台湾領有後暫く
してから，阿里山蕃の帰順と同時に発見されました。其の
利用につていの意見はちらほら出て居りましたが，38年台
湾総祷府の嘱託（泳業関係）でありました東京帝国大学教
授林学博士河合姉太郎氏力瑛の経営に関して，民政長官後
藤新平氏に進言し･まして賛同詮得,実現方法についで研究
されたのです。当時総督府の財政は，之を官行でやり得る
状況電はなかったので，民間人に経営せしめる方針で，心
当りの富豪にすすめましたが，当時まだ台湾の事犢がよく
分っていなかったので，治安其の他に危虞の念を抱きまし
て，引き受けるもの蒟垂りませんでしたが，た堂独り大阪
の藤田組代表者藤田伝三郎氏が犬に意を動かし，当時其の
経営にかかる我田擬小坂鐡山が,銅価の昂騰と，富鉱に掘
りあてたことと，選鉱方法の欧蕾と，電気泌胤の実現等に
よりまして，1日エ万余円の蕊太な矛睦力寒がって居りま
したので,其の一部を充当すれば,喪金の問題ば解決する
が，要は事業担当の人にある，と思っておるところへ，後
藤長官から,森林の方面には河合博士,鉄道の方面に織総

督府鉄道部稜師長である長俗川謙介氏の推薦を得て’いよ
いよ阿里山の経営滋決意するに至ったのであります。それ
には此の事業が国家の為めであり，順調に進行すれば大に
男力窪がり,叉#鱈の利益もあると云.銅『謂~石三烏の夢
もあったものと思はれます。当時阿里山経営に要する経費
の概算は，河合博士から後藤長官を経て藤田雷三郎氏え提
示されたことは疑ないと考へられますが'其の額が幾何程
であったかは，終に聞知する機会はありまぜんでしたが’
百万円は越えなかったものと想像せられます。

そこで森林部と鉄道部塗設け,前者は林内の調査,伐採
より集樹迄を掌り，河合林学博士が之を担当し，後者は鉄
道の建設及び其の附属事業を華り，長谷)II氏が之を担当
地，両者により．まして人員の詮考がされたのであります。

其の縦職は大体次の通りでありました。

森林部

事業係林筆上後藤房治(主燭，同丸山佐四郎’堀田己
之助，工学土二営英雄,林学得業土中里正'吉田
忠,･秋山賢夫，町田喜三郎，津村元七

庶務会計係杉山某，広沢進，福田某
鉄道部

事業係菅野忠五郎(主網，川津秀五郎′進藤某’武田
某，外，雇員数名

庶務会計係不明

斯くて林業係技術者一同は，39年6月，河合林学博士に

率いられ,合南丸に鶏沿して台湾に渡り，後藤長官あ激励

を受け，揚為として事業地に向いました。始めて台湾へ上

陸して感じ霞したことは其の炎暑であります。太陽力現え

ればすぐに華氏90庭を越えまして’その暑さに湛えるこ

とは中灸の苦痛であります。叉内地人の多くば顔色がどす

黒く，誠に心、やな色となっておりまして，自分もこんなに

なるのかと思うと恐ろしい嫌な心地がしました：之れは到
る処に燕奏して居るアツーヘリスと云ふ蚊にさされて，マラ

リヤ患者になって居るためでありまし垂，。1ケ月2，3回は

之に悩まされるが常であると言はれて居ります。.然し我鈴
は幸に数日にして§,9千尺の高地の阿里山森林内に小屋
掛をして居住するようになり，気候が冷涼で二匹の蚊も居
らず，平地にあってほ一年中を通じて片時も蚊嘘をはなす
こどが出来ないのに比べますと極楽の犠な感力域しました

山の中の一部に広大なる緩斜地があり’2万坪位はある
だらうと推定して，二万平と名づけましたが′其の中に一
大紅櫓力遥り，嘉義庁の技師小笠原富次郎氏が'周囲何10
尺,枝下:80尺,材稜何10尺〆（何れも数字は忘れてしま

いましたが）樹齢3000年と認筵しまして，之が一般に呼

称せられ,.周囲に柵を設け，神木と称して，諏措がず′
訪問者は皆感嘆之を久しうしたものであります。

。■
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そｵし看此の二万平毎中に適当な地堂卜して，議務所,宿
舎,倉庫，其の他必要な謹遼し，髪住の地を得て，懲盈
森林の調査に着手しましたら周囲測歎の結果,面績約1万

■

町歩，凋秋は事鶏径営の基礎となりますからどんなに手数
と時日と左要しても最も糖確に調査すべしとの方針により

まして，用材は尽く毎木識査を致し寵Lた。宮屋は諭尺に
より，樹高I撫準木を実測し,他は標準木を見本として目
測しました。

斯くて前記の人員により童して，林地の測錘，製図，材
蔽の調査，集計を終りましたのは明治40年の後半期だっ
たと思います｡材織集計の結果は,紅輸,扁柏,玉葉倭，
栂，樅(後の3種侭極めて僅少）等の針葉樹大凡そ3000万
尺〆即ち3600万石,樫蔦他の澗對”諺Rこ凡そ500万尺〆
即ち600万石でありまして，針葉樹の輪伐齢は120年,潤
葉樹は60年とすることを適当と認め,毎年の斫t跡ｵ積，
針葉樹は25万尺〆即ち30万石,澗蕊樹は8万余尺〆即
ち］0万石となったように謡意して居りますFb (此彊数字

は40余年以前の記憶ですから或は間違力錫るかも知れま

せん力吠差はないと思います）

鉄道部は嘉義街から工事を起し，平地2里余は短時日に
竣工しました添,何分僅か10数里の間に7，8千侭の高低
差があるものですから，普通の蛇行によっては傾斜を調節
すること力垂きなく，平地から急傾斜地に移行する独立山

1こ於琶まして，今上越線の清水トンネルのような螺旋墜道
によ藷こととし,幾多の困難と閏ひ大きな儀牲を払って工

事を進行したのであります｡

此の間森林部に於きましては工学士二宮英雄氏が伐倒木
に抑圧されて即死し，鉄道部に於きましても独立山の工事
に於て,錦の崩壊により死傷者数名な出した悲惨事があ
りました。

此の間に経済界は.“年後半期に至りまして急に不況と
なり，藤田組垂は昨年事業着手当時の小壕鉱山の利益は夢

の嫌に消え去り，一方鉄道の建設には予定に数倍する経費
を要することが明となって，最早此の事業の継続は出来な
い状混になったので，台湾総督府wと対して肩代吟之要求し
ましたが，当年は議会の協賛力鍔られず,致し方なく，総

督府に於て事業を継続す邉際に，今迄の経磯を弁償するこ
ととし，事業は一時中止するの止むなきに至ったのであり

ます。時に明治41年2月であったと記憶して居ります。

序でに此の間の余録ともいうべきことを2，3附け加え

て羅きまぜ5。

随鯉山蕃の矧膜のよかったのは，瞬首前に汰錘から呉蒙
と云ふ人が来て当地方蓮治めて居りました，此の人力謬塞

えらい人で，何とかして蕃人の首狩を止めざ些ようと，種

種苦心したのでしたが中,々思う機になりません。最後に是

れは自分力靖罐となる艇限る。そうしたら目的瀧達ぜら鯉
るだろうと考え，一日生蕃に対し首狩を止鞠ろ，若し今後
是非首の必要力鑿じた場合は自分の首左やる,其の代り後
で大漢な災難が出来るから覚悟して油けと申渡しました。

併し生蕃ぱ此の穣な注意瞳は頓祷なく，後日首が必裏とな
つ泡涛に，約束に従',､呉蒙さんの処へ来きした。呉蒙さん
はそこで最後の訓戒をして，約束に従い従容として首登与
えました。後るに其の後暫くしてから，蕃社確二猛烈な疫病
が流fﾃして死者続出と云う状態を呈しました。生蕃は絵あ

て芝敦ま呉蒙さんの云はるることを聞かなかった徒些りであ
ると恐れおののいて，夫ｵしから首狩をやめたのでした。

領合後石田常平と云う人機者力軽部となり，阿里山蕃の訓
育に当る嫌になり，不便で不自由な蕃社の中え一家を引連
れて移住し身を以て撫育に当られたから，蕃人は石田一家
によくなつき尊敬して居りました。此の人は林学士石賦常

英氏の御親父だと思います．大変窺交を得て居りました。

生蕃は何か争が起るとか，1人の女左2人以上で寂り合
ふとか云ふ場合には，同時に蕃社麹出て早く首を持ち帰っ

たものが暇降り者となる習慣です。依って此の様な場合にば

必ず2，3の犠牲者が出る訳です。

生蕃は太い首が好きです。ですから首の太い人幟生蕃画
前に立って歩くことは禁物です。生蕃が後からついて来て．
其の首を見てめて居ればつい夢中でばっさりやるそ5です

生蕃ぱ首を爽山持って居るものが勢力があり｡ます｡酋長
は多くは患じです。

台湾では水牛が沢山居りましたがこれが赤1，色を恐れ之
れにかふって来るのGです。不注意Iご赤1,色のものを外部に

見ぜて居った力鶚危険を受けた人が少く単りませんでした
完全帰順蕃と云はれた阿里山蕃も，当時はまだ殆んど裸

と素足で，婦人は下半身を綿布でまき，男子は木の葉5，
6枚をつ壁って腰部の前面を掩ふて居り，腰には大きな蕃

刀を携へ，銃をはなし蓑琶んでした。故に彼等と偶然出逢
ふのは気持がよくあり霞巷んでした。併1_我共の必要なる

物資は悉く彼等によって蓮擬きれた故,我雄は大に披拳ど
徳とし，彼等も亦棚当の労賃を得て家計に当て喜ん毒居る

と云ふ状況で双方共に満足滝した。筒石田警部は常に双方

に意志の術突を来きい嬢注意して処磁さｵしました。当時嬰

児の熊れた場合には産婦自ら溪流に嬰児を抱いて行き，5
銀湯ならぬう患水な使って始末麓して居りました。

台湾には鐺いしい果物が沢山ありますが，マンゴー（土

語ではマヤと云うて居り蓑した）は一寸一種の臭気が塗り
ますが，髄れたら共の味は天下一品でした。叉嘉義庁下解
当の女旦は品位がよく長持ちがするので清戦毒代は年登献
上されたものだそうです6其の他バナナは5，60本もある

大きな房勃種か4，50銭で買えるし，ジヤ鑑ン(内紫),-パ

』
‐
一

一
一
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インアツプル，竜眼肉,蜜紺等が,到るところで山の犠涯

稜まれて居るのを見ては,大変床覚毒そそられました。

台湾の話は此の位にして，次に朝鮮に移ります6鴨嬢江

採木公司力剰立された当時の想い出をお話します｡W鵜江

鏥k公司は，明治41年10月1日，当時の奉天省東辺道

宍東県に創立されました｡日清(実際朧奉天省)両国合弁
で，貴本金300万元（1元は日本金の82銭位）両国ガ斬

半出盗し，職員も幹部ば両国から平等に出す立前でした。

庁舎や宿舎等は全部軍用木材廠の跡左譲り受け使用しま

したから，此の方面では何等の施設も必要としなかったの

ですb採木委司は鴨緑江に沿い幅6O清里（日本の里数で

ユ0塁）の調求の専採権(伐採独占権）と，溝国側で伐採

し安東県に到着する禾材ほ全部之を買収すると云ふ権利と

を持芦うて居たのでありますb専採区域を判鯛させる為，帽

児山から長白府迄大体の見当で鴨緑江を距ろ60溝里の林

内を9尺の幅で伐り開き，道路とし約5里毎に兵隊と警官

とを調創た謹勇を極き，官店と称して旅行者の宿泊が出来

る穣な建物を作りましたが，余り旅行者もなく自然廃道と

なり，官店もなくなり，専採区域と云うのも名目のみで管

理が行届かず，叉公司に於て直営伐採する準備も出来ない

ので，他の森林との区別は全然なくなりました。

当時毎年安東県に到着する木材は朝鮮五葉松，唐桧,落

葉松等の針葉樹を主とし，柞木（櫛楡木（ニレ）黄波羅

（キワ鐡）詮,等の澗葉樹を加へ，平均300万尺〆見当で

ありました．之れを全部買収することは，設備の上か.ら叉

料桟(木材商）の商貿を奪い取ると云ふ点から，不砺旨で

もあり良策でもないので，買収すると云う原則は其の儘迄

し，買収と同時に一定の矛嵯を取り売却すると云うことに

しました。そこでいか程の釆嘘とするか｡協定が一寸六ケ

数かつたのでありますが,結局1割1分8厘9毛と決定さ‐

れました｡之左錨掛(買戻料)と云いました｡其の根挺
は1割1分が利益，8厘9毛は利益金を差引いた8割9分

の100分の1で，之れは総ての筏について価格決定に必要

は，馬台の公司駐在員及び料棲把頭のいづ熱かの両方から

公司Iこ報告筵しめ，安東県に於て検査しました。料携の申

出が不当に安いと認めた場合には，買展を許さず公司に買

収してしまう仕組として，価格滋不当に安く申出ることを

防ぎました。公司の仕事は相手釣建部清国人であり，公司

の満国人ほ彼等と意見が十分流通して居りますが，日本人

は言葉が不充分で従って意志の疏通も十分でなく，料横と

公司の溝国人との間に何か黙契があるのではないかと思は

れ，公司で計算した各筏の価搭など，料桟の方へ漏れては

いないかと蛤終心配致しました。夫等の理由もあって，公

司内に於哲日清入間の意見の調節力湘当六ケ敷く，此の調

節さへ磯来れば外部との交渉はすらすらと進行しました。

公司の謹織は一段とは異なり，要部には同じ権利と蕊務

を持つ人が，両国から･1人宛据つた所謂二頭政治でありま

す｡其の組織と人名の大体は次の通りでした。

職，課 氏名 学歴 前峨

理事長橋口正美東大林学士 東京大林区署長

寵宗疏駒場林学実科卒奉天省官吏

理事坂元畝比古東大法学士八幡製鉄所事務官

周 某不明 不明

調査課長（技師長）

丸山佐四郎東大林学士 台湾総督府嘱託

索茎五不明 料桟経営分担

販売課長永山止糊‘雲譲議蕊絡 農繍
章 某不明 不明

会罰課長（庶務ヲ含ム）

近藤錦太郎不明 外務書記生

王 某不明 不明

調査課員岩崎正一駒場林学実科卒北海道庁技師

宇宿行正東大工学士 朝鮮鉄道技師

平賀敬三感岡高農林科卒軍用木材廠員

海野兼作不明． 不明

白某，周茶，外数名学歴前職不珊

『
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な調査をさ登なくてはならないから，其の手数料と云ふ名 販売課員尾崎済奉明． 軍用木材廠員

目であり:ました。1割3分8厘9毛など計駒栖倒故簡単 野沢冬三郎慶応大学卒 軍用木材廠員
にしたらと云う意見が出て，料桟は手数料壷なくして1割 星野某不明 軍用木材廠員
’分を主張し,公司は軍潟木材郷篇代は2割を徴収して居 溝国側の人,氏名其の他一切不明
つたの淀から’割2分を主張したが縄まらず,結局1割’ 会計課員大津 ・峻済登校卒 熊本大林区籍勤務

分8厘9毛と云う面倒な数字に落ちついた＄のでありまず 清水渉不明 東京大林区鶏勤務
奥村某不明買回拳f計算の基礎である木制価絡は，料棲の申出を其の ‐‘外務書記生

儘鶴呑とする訳には行きませんので，安票楽の上流3塁の 清国側の人，氏名其の他一切不明

馬台と称する処に流下する筏は全部蕊麗登しめ，樹種,､村 秘書 岡 承策不明 東京犬紳区甥勤務

種，大小，長短品質等を撰査し，直ちに公司に報告さ睦 通訳 石原逸太郎不明 不明

て公司では之によって価格を算出L色,料桟の申出を待った。 渡辺武夫東亜同文書院卒不明

水流の関係叉は筏が一ぱいで〃馬台に繋留畿来なかつ罐守衛小林多吉不明 安東領事館巡査
”
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関 某不明 安東領事館巡査

受付松本童太郎不明 不明．

鶴豊大島治裕不胴 東京犬赫区鶏勤務
艤猿川直滑蕊児鱗不鯛
鶉豊八木条次郎箪轆東京大駆鐙勤務
雲扇農彼末繍雄蕊騨箪用木材廠員

此の他にも日太人の勤務者があったかも知ｵLまぜ'んが記

憶がありまん。

当時揮江（唯一の大麦流で，出材は鴨緑江流域よりも多

い)洗域の為減地通化へ行く膜は,狭献鉄道により, ‘2
日左要して奉天に出て，撫順に至り，夫から駕篭で，興京

詮経由して5日間瀧要しました。叉鴨緑江上流安東県を距

る150里の長白府へは，朝鮮を縦断して釜山に出て（京城

元山間の鉄道開通後は之れを利用して元山に出た）日本海

を航海して城津の北約邇里の新浦に上陸，之から馬背に

よ､って，ゴ晴,楡坪典蒼坪,厚時嶺の蛾，甲山，恵山鎖を

経由して12，3日を要しました，只治安ば割合に良好でし

て何等の護衛もなく，通訳のみを連れて1余も森称週間を

駿渉したことも少くありません。朝鮮併合後は之に反対意

見左有った志士（所謂不暹鮮人）力聯捌へ潜入して，急劇

に治安が悪くなりました。 、

逓化叉は長白府から伐木地に至るには，少くとも1，2日

を要し,大江の沿岸には，己}こ伐採1ききる樹木はなかった

が，其の後昭和12，3年頃迄，即ち約30年の間毎年300

万尺〆（後年には相当増加したものと思はれる）を産出し

たことを思えば，伽wに鴨緑，椰江の両流域丈でも，森林

の広大なことに聴かざる毒得ないのであります。

次に鴨緑江に居る間の余録を附け加えまぜう。

当時清国人労働者は，貨幣を生命よりも大切にし，常に

財布を股間に垂れ,歩行する毎腱其の接触と音響とにより
快感を覚えて居た様であります。巷間の風評では5円持っ

て居ること脅轆めらる郷笈，先づ其の持主を殺して取ると

のことで，金銭な持って居ることを気付力熟るのは，非常

に危険でありました。 42年の夏に溝kがあって，漂流木

が髪塞県の下流5塁許りの大東瀞に，大分漂着して居ると

のことで，守衛の関氏に調査に行って貰いましたが，翌日

か翌為日には帰るべき筈なのに帰って来ないので調査して

見簑したところ全く消息がない。結局，其の儘となつ･唇遺

族α方には本当に気の毒でしたが，事情に鯛るい人の話で

は．鴨緑江滋戎克で下る時，金を持って居るのを見られた

‘か，或は争を起したかによりまして，水夫の為めに鴨緑江

へ投げ込震れたのだろうということでした。

清霞人と朝鮮人との労鋤者の比較をして見ますと，前者

は金にさえなれば終日黙をとして働くが，後者は何かと不

平を訴へ無理と思はれる権利を主張し終日無事Iこ働くこと

はまれでありました。彼等は或時間うんと働きあとは遊ぶ

と云ふのが好きの瀧でありました。つまり日雇よりも受負

ｲ郵な好むよ5であります。労働者としては情国人の半分

位の値打しかないので労働着は殆んど溝国人でありました

姿東県の西北涯鎮江山と云う所があり，今では立派な公

園となり，蓮為の施設がされて居りますが，当時は全くの

辺鄙で,其処に南岳占云ふ和筒さんが小さな庵を作って住

んで居りました｡別に布教に努力すると云ふ風でもない様

で｡ありましたが，中燕学問があり人絡の高潔な人で，安東

在住の多くの人為には，心のオアシスとして慰め導いて貰

ったのセあります。其の後大阪郊外の寺の住職として附近

に感化を及ぼされて居るとの風評を聞いて居りましたが，

終に訪問する磯会を得なかったのは残念であり霞す。

分局内の旅行は多く馬車で,朝早.《朝食を採ら歪に熱、

中を出発,'0時寅馬に朝食をやる｡夫爵1，には必ず藁を煮て
大豆を混ぜる，之に1時間以上要かるのであります。夜旅

館セオンドルの熱いのにはよく閉口しましたが，板を敷く

やらして種等工夫したが，熱すぎるのは何としても困りも

ので，中燕ねつかれなかったこともありました。

伐木夫の様子を見るに，軸i毒に取か上る時は沢山の毛

皮の蒲物をきて居りますが，時な経るに従い労働の為暖く

なり，1枚ぬぎ，2枚ぬぎ,最隆には試郷となるには聴き

ました，0度以下の寒天でも，労働の為身体があたたま§っ

て来れば，着物はなくてすむものらしいです。

遮材は無論氷雪中を牛馬でやるのですが，相当の遠距離

を，2尺角以上の3連（1連は8尺）物などの重い材を運

ぶのは，！桐麦困難でありますが，7，8頭の頑丈な牛馬を

巧に使って，上手に運搬して行くのには感心しました。

鴨緑江ではふしぎに筏を繋ぐに適当な場所が，朝鮮側の

みにありまして,清国側には極めて少いのですb公司で拭

之れには困って，止むなく堂称廠に依頼し＜同廠で使用し

ない鋤所を借りて，繋留所としました。

筏の木と木をつなぐには，楢の直径1，2寸のものを一

寸火であぶり,ねぢって使用しました。ねじ木と云って居

ましたが，之は弾力性もあり，強くて最も適当でありまし

た。今川純学士（営林職技師）のお話壷は，ねじ木を作る

のが手数がか坐るの瘤，鉄線でやって見たが，羅暖塗の滝

を下る時に，鉄線力翻れるか木材の目鹿がぬけて駄目であ

ったとのことでありました。 ．

三浦(伊）どうも有り難う御座いました｡今のお話は種

んな意味で大変参考喉なることが多､､と存じます。ところ

で丸山さん，首の話が沢山出まして，最後に着森の局長で

辞められたので-うてが，その後は榛葉さんでしたか。その首

の話をしませんか。

、
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署長を辞鐙させられたわけです和。太田君は学生の時から

とにかく理論家で，理屈を通そうという考え方だったので

す℃同君は最初民間に居りましたが’数薙ってから瓢の

許へ相談に来まして，どうも民間糠業には向かないか．らと
、いって官界に入ったかと思いますが’そんなこともあって

後営泳局を辞めさされて，同級生の沼田大学君腫拾われて
京甑犬学に行ったの壜さす。首という問題が田蓑したが′林
さんは30年の長期間で急儀秀な技術者なら使わないかと

いうことを只今林野当局に要求されましたが’林野庁に鐙

ける大正噺､の卒業龍は蓼冷たるもので’試験場を合せで
も健かしかおられないようで'必ずしも技術者の長官輔辮
部の.位置でなくても首ば安全でないというようなことがあ

るようですから，一つ一率に到ってしまおないで，明治時

代の入はも”っ畷つれのよう腱なってし震いますから古過

ぎるかも知れませんが，大正瀞､だからといっても，残る

べき人は残ってもいいじゃないかと思いますね。60位にな

った人でも，1人や2人鐸ﾎ省の機関におってもよさそう

だと思うのですが,平技官としてでも塒殊誹弓を生かす様
な場合に。大学だとみんな60まで鰯れるのですから･

早尾当局はどう考えられるか知らぬが'僕の経験から

いうと，それ力鋤裁者的に余り長くいるというのなら反対

だね。柴田さん一つ話して下さいよ。

柴田濯共は今おっしゃったように,技術官は濡な職

務を持っておりますし，長くいる方が仕事が出来るから長

くしてゆくべきだという考え方を持っております。しかし

一面に請いては後も相当つかえているということもあり策
すから．…b

林さつきの更新問題に関しましても》担当官になって

から1，2年じゃ見当がつ漆ないと思います。ｰ

柴田最近は北海道強化の為めに動きがあるのだと思っ

て，一応御了承願いだし､と思います。

早尾終戦後は我が国の官吏制度にも革命が濁らされ

●て，アメリカの力添とは言え害を同学が15年も若くして

山林局長になったという未曾有の事態が発生しました。吾

吾の時代にはいくら努力したって局長は取れながったので

すよ。私はド/〔ツの制度を調べiで帰ってから′我が国でも
ドイツの試験制庭一一国家誠験制度電いってたら′とうに

同学が山林局長で塗るべきだったという持論でした。明治

時代にば技術家から山林局長が出ております。しかし文官
,任用令と文官分限令が32年3月に山県（有朋）内閣によ

って確立されてから，それ酋稲えてしまった。私は持論と

して，当然かくあるべき淀と信じ，松波（秀実）課長につ

かえて以来奮闘して来たがそれが実現出来なかった。戦時

中も出来なかった。働魁ら官吏制度なり社会制度を草命す
べしという意味仁お吹，ひそかに活動しました。しかし

丸山蔵の穣書をしておった者が藷の市会議員だつだ

のです。丁凌市会ではその人の帰趨によって民政と政友と

の多数がひつくり返るというようなデリケートな烈しい情

況で，恰度時の政府は民政系だったのですが，その人が早・

く辞めてしまえば民政系がちょっとよくなるという情況で

ありました。そういう註文があ､つたのですが，その人は高

等学佼に2人も子供を出しているので，今辞めたら食えな

い。仕方がないから議員の席さえ除けばいいからと云らの

で，久慈の営林署長にでもなれば良から5というので課長

と相談して決めておったのですが，その決め方が遅かった

というわけだったのだろうと思いますもまだその発令をし

ない前に稗遭急に出て来いといわれた。営林局長会議は5

月10日頃ある筈だったのですが，それを5月の初迩に来

いというので急に出て行ったところ，気の毒とも何ともい

いませんでしたが，辞めて貰いたいとい5話で,仕方なく辞

めたわけですb

早尾その時の山林局長は？

丸山平熊〈友明）さんですbあの人がその前の年に私

の居た高知に来たのです。その時に今度は（営林局長は）

君の番で（上司の）快諾麓得たからといって私悲喜ばして

騒いだ，､営林署視察に行っていましたら，急に帰って来lj，

という癖力東京から来たので平熊先生もどうも諒解に苦

しんだ。そして帰京するなり（山林局長の地位を）ばつさ・

りやらｵした。その返礼が私に来たわけです。つまり政友会

のためにやられて，民政党内閣になった時分は再び山林局

長に返り咲きさせて貰ったわけですね。その経験を私に応

用したわけですよ。（笑声）だから平熊さんが山林局長に

なったのは悪かったですね。

早尾あの時は，入江(魁)，平熊両局長がお互いに政友

会と民政党にくつついて大分迷惑したわけです。

丸国一部の人には恐慌を来たして鮨りましたが。

早尾恋があの時,流されたのは政党の関係じやなかっ

たのです力鞄｡我共同志の.｢技術運動」を時の武井(鈴男）

課長が自分の首の心配から敵に操を売ったという大きな問
題が起きたのでした。

林あの時は熊本だろう。

早尾私幟熊本ですがね，当跨政党局長が入れ替っては

鑓ｵl激っｵしの問題をあしらおうとした剴つけです。だから政友

会局長に流されて民政党局長に再び東京に拾われたの茜薙
なんですb

三浦(伊)その瞬でしたか,大正8年の主席鐸生の太

田寛孝君が三本木の営林錫長をやつでおりました。政塞

の方から拭下げの迩助をされて，それをはれつげたんで

すb野党から廼動されてはねつけだので，内閣ガ窪ったら

参
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空潅だったのですが，波多野（鼎）大臣に代ったの･画直ぐ

話し種行ったら翌日三浦(辰雄)君に発令して呉れたので

1_ふた。私はあからさまな話を今日は言いたい聞きたいと思

って出て来たのです。

三浦(伊)その話はこれ位にして鐇き蓑して，次に宮内
さんは本日唯一の私有林関係の林業功労者ですから，御自

分の林業に対する御経験なり御感想を伺いたし､と思います

・・宮内私はほんとに田舎者でございまして老体でありま
すb元より何の素養もございまぜんが,本日こういう御招

待詮いただきましたことは識の無上の光栄と存じ出て参り

ました。私は滋賀県に引篭っている者でございますが，私

が息子のように患づている人ガ歌学機で27年間滋賀県涯

おりまして一番長いのです。私は今庭小山軍之助君に称務

部蔓をやって貰おうと思っておりましたが,図らずも林務
課長になった。大学を出ているから林務部長になって貰え

ると期待していたのにはずれてしまい窯してがっかりした

の､蔭すが,当人は大翻享な人で,私はどうしても部長は
この人だと頼みにしているのです。幸い今日当局から権威

者溌お見えになっており霞す瀞,権威の方の講話左聞海ぜ

ていただけたらと喜んで上京したわけです。先程から台湾

や戟鮮のお話左聞か錘ていただいて80の手習いとこｵW量

けても有難く思っております。私は閥治4年生れ毛，皆さ

んと違って中学校時代に郷里から山の麓まで3里の道を通

いました。それで少年時代から非常に山に親んでいたわけ

でございます。

三浦(伊)随分造林なさった山があるのでしょう。

宮内それはあ,り章す。細かい話で､す漆,郡制が明治33
年に布かれまして－それまでは国会｡県会･市町村会で

あったの冠すが一一譜露員に推選されて，初めての爵吟

で，経饗の点･を何か一つの事業篭やって収益を上げたいと

いう話が出謀した。護は一番若いので協議会で開いており

ますと，常任の人は仏壇を作ったらどうかという案を出し

て麓りました。私にも意見を求過られましたので，18カ町

村の中農村出が多く山間部の代表ば少いものですから，治

山治水ということを強く言いましたら，私の先錐が溌前ば

口ばしガ識色いといｵつれました。しか1調髪がじっと話詮

聞いていて，林業の経験はないが，宮内の話ば郡としても

票としても大L､に考えねばならぬ問題だといつれました。

それから私は聯究財､たしまして，民有林はありましても村

の共有獺xないので，500町歩な100年の契約で借りて翌
年から植えようとしたの‘ごすが苗がない。国や県の補助を

資って苗を植えまして，5年後に識制が廃止になり，営林

組合として承け継いて．…。

三浦(伊）大木が保存されていますか。

称野当局の同志と相験しても却為割切れないので，それじ

ゃ黙って見ていてくれといって,私はG･H･Qに2年間
詰りまして内外を通じていろいろやったのですが，それで

林野庁長官はわれわれの同学から出た訳喧す。アメリカで

も専門家以外の人が行職員官になることを「被ればノツド

(Nod)だ」というそうです。少し大きな字引には出ていま

すから御覧下さい。営林局長も当然そうなければならない

訳ですから，林政統一後は14局中一時に同学局長が出来

まして細め･て技術官の局長昇絡年限が15年位若返ったこ
と(獺I承知の通りです。今後これを続けるのはわｵ'冴つれの

．責務であると思っています｡従ってと1とかく2，3年やっ
て誓通の人は退官することにし，その中の優秀な譲津0年
やっても15年やってもいいが，それは同学の間壱残した

方がいいという者力撰諭的に決穣る。その人が長官腰なっ

て辞あるということは続け錘ければならない。堂林局長級

一 の者が晶鍾は早く辞め島から，民間･画も官庁でも新しい仕

事を錆えて働く分野左作って.,之に送り込むこと詮考えな

ければいけないという次第ですから私は辞めてからも鱗tl

な尽して来ました。従いまして大部分の人が早く交代しな

いと，大学を出て10年以上経たないと昔の高等官級にな

れないことが屡盈実現します。現在昭和3，4，5年辺りの

同学が澤*局長になっておりますが，官吏の新陳f罵り捌度

は，濯Fとも作らなければいけない。それで人事院の登第

制度の新企画は大蕊いいことだと思います。

林ご趣意はよくわかる。私の申'_bるのは特に適材はと
云う意味で，今月の文芸春秋に内村臓之博士が云うて居る

穣腫,私も現に大学の名誉教授に厘燕其適例を見て居り，

私は58才でやめましたが,,早尾君は中央蓬60才まで頑

張らｵした。左傑な適例を云うの･です。

早尾鍼）し耕しの畠から林鰯庁長官，営紳局長になると

いう制度が確立したら，それを永続することをきき互いに考

えなくちゃ元の黙阿弥になる。特にアメリカカ輻なくなっ

たら林野長官はどうなるか｡釿角作った制度がくずれると
思います｡私の概I略の意見wこ対して林野当局は如何に鮨考

えになり議すか。

三浦(伊)当局者は面倒だと思います.が,当局でない人

、ご反対意見はありませんか。藤岡さんどうですか。

藤岡蕊は内容を全部知ってますから話し差せんよ。

早尾当初の境は藤岡君には英語がうまいので相当働い

て貰ったのですよ。夫れI乙亡くなった薗部（一郎）君と三

浦（倒君も協力して輿',ました。私など織中尾(蕊）君

、 の時にも引出されて迷惑したが，次は「お前がならなけれ

ば後の長官は任命しない」というようなことを平野(力三）

大臣の時にもい乳つれましたが，之も断ったので30日余り

旬
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宮内この墳は“酋璃くつきますの壱繩菖を作って貰

いまし渇近いところは徴発されてし蛍いま､たが,幸い
道がなかったためにやかましく徴発をい卦つれなくて今日幸

せしています。子供の時から早く山に親しむということが

私の一番の願いでございますb

三滞(伊)全般的に見渡して府県の〃艤果を部に昇格さ

せることは六ツかしい問題でしょうか。

柴田われつれの方では期待しておりますが,県の方の

事構でどうにも出来ないことがありま灸

三浦(伊)一つ系の方で弗鰯部遼作って貰うの毛すな。

早尾ところ力躍近の行政改章によって地方制斐として

は，中央の地方財政委員会とか地方のﾗ潅員会とかいう

そういうところで方針を作患のでしょう．それによると最

近の新聞紙_上では地方庁の部制を限定するので納鐇部は無

くなりそうじゃないですか。

柴田県の事情によって特設出来る規定があるのじやな

い℃すか。

早尾知事の考えによって多少変えられるが，それは中

央庁の諒解を得なければいけないと新聞に出ておりまし

た。今まであるところ朧いいかも知れませんが，無いとこ

ろに作るというのは非常にむずかしいのじやありません

か。寧ろわｵ1測っｵ1釣蝿いており霞すところでは，適当な人

物があって果会を指導して，議員の方からどうしても沫務

部を作るのだと持込まぜ，当地方選出の代議士の応媛もあ

って，県会に提案する方法力蕊一でしよ5と思い室す通鞠

何:竃すか。

藤岡ぞういう方向でないと出来ないでしょう。

宮内有り難うございました。

三浦(伊)それでは漆山さんは,財閥の尾林の方で御経

験がおありでしょうから，御感想をどう悪

漆山どうも認め話は縁が遠いように思ﾙ､まうが,私は

32年頃駒場を出て，爾来今日まで民間材案で終始したわけ

であります．今日鐺話をしてみたいと思うのは，民間林業

で一番骨の折れる問題は，林業資金の問題だと思いますﾐ。

林業蕊金は御承知の通り，造休の資金像長期にわたって固

定する隻金で,金融業者や財界人から見れ蝉ド常に嫌われ，

喜ばれ底､､盗金であります｡ ､その次に嫌われるのは生産黄

金，商業盗金でありますが，この方は比較的年限は短く，

赫業より回収が早いという点でやはり椋業資金は喜ばれ迄

詣らない｡ところが私洪若L､時分には林業技術一点張りで，

それ左叉忠実腱やり遂げるということだけで結溝自分の責

任を果して鑛沁たのです｡だんだん年を取って来て，自分

らが指導者なり経営者側の立場になると，オ棒技術といぅ

ものは若い人達にお任せして，主として称業経営の経済間

題就中，ホ嶬資金の塗得という問題が一番頭を悩まぜ骨

の銅もる仕事になったのです｡殊に私共が当時関係してお

った会社は，資本家側の連中は民間における財界の大御所

許りであって，そういう経済人溌相手にして，われわれ技

術田の人間が原価計算のことを識釈しても結局相手にして

くれない。林業盗金を盤得するか或いは林業経営を滑らか

にするという点について,そういう連中を説きふせるには，

やはり経濟的な頭がなければとてもやりおうせるものでは

ないということを痛感して来た次箆であります。話は横道
／

にそ誕鎭すが，官行製剃であってみれば，盗本なり蓑本の

利息なり，溌金ということについて何ら御苦労がなくただ

獅I『だけで事業の経営が出来るように思えるのはわれわれ

から見れば実にうらやましいと思いますね。最近民間の林

業団体も，以前と違って非常に経浩行為を盛んにやるよう

になった。域前は.,擁業団体の内容を注意してみますと，

錘上からいって経済的行為をするだけの陣容動排贈に貧

弱であった。同時に経済偽驍のある人力排常に乏しい．あ

れでは公庫なり中金から金を引出すことは出寒ても，民間

の金融磯関辺りからはあの内容を見ては一文の金を貸すこ

ともこわくて出来なかっただろうと思います。要す為に民

間の鋒経営では経済問題特に林業資金の確保とその運

用という点に余程の知識がないと間に合せの経済知識では

やり抜けないということを私共つくづく痛感いたしまし

溶私共の鐙篭で三井の財閥から出だ山太条太郎さふに

｢金涯集めることはだやすいけれど金を彼らことば非常に

むずかじい」ということをいわれて篭辱噂非常に教育された

わけです。これは制藥経営によく当はまる問題で友,って，

捧碧怪営の利益を上げるということは方…価が鍵して

皆さんの縄読からやればたやすいことであるけれども，そ

れを経営する黄金の獲得なり運転という問題は非常に骨の

折れる問題であります。私共の苦労の種で鹿って，ど弓や

ら今日まで犬過なく過してば来たものの顧みて甚だ残念に

思うのです。これについて恰度三瀧鬼生にもお願いしたい

と恩らのですが,武学や専門学佼の林学の方でも，赫業だ

け壱なく一般経済というものをもう少し突込んで賃って，

それ鞍土台にして経験して行けばいいのです力亀どうも近

来の搾学を田た若い人には経濱問題についての知識ガ堤り

ないといりことを，自分らの経験上痛感いたしますので，

この機会に蕊の感想の一部左お話し申上げました。

三浦(伊)今のお話詫伺いまして思い当ることは,今私

が関係しております日大の農学部材瞬の，今年の卒業生を

2人繼選Ljeて或民間の澗鍔のところへ試強を受けに遣っ

た。ところが林学的でなく，全く純粋の世界経済の問題粒

出されてしまって，唖然とし五しまった。今年は採らない

ことにするそうで2人共落ちてしまったが，どうも今はそ

･薑一、
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5．いう教育をしていないのですが，しかしどうでしょう

か。新轄生が，直ちに世界経潰のことを知らなけ淑馴ば林

業家になれ駁いということになると，ホィ鍵育がむずかし

くて諺捌§教育でなくなつ迄しまうのですが。確かにマネー

ジメン1､をやれば今のお話のように…・・

漆山われつれの知っている範囲では,それ程の要飛ば

していないと思うのですが。それは少し行遜ぎぢやないか

と思いますね。大学に諸いても経済の基礎輔識だけは要求

したい。

藤岡私はアメリカのような教育になればもう少し日本

人は間に合ったのじやないかと思い霞すよ。今までは法律

ばかりやって経済の方はやらないのですよ。アメリカでは

経済の方もほんとに教えています。

三浦(伊)日本の林学教育は,大体ドイツの糾学教育を
穆遜しておったといっていいのじゃないかと思います。営

赫署長誕成学ではある。だから一般の普通の経済よりは営

林署長として国家的に統制された経済を考えているかも知

れないし，瓶誰誠蚤済という方面で一殻の商業経済とは違っ

たことなやっているのじやないかと思い寵す。

藤岡アメリカでは商業経済をやっているから入りやす

いのですb

大禧(林野庁調査課）私は林野庁で林業発達史の研究

をしており･篭寸の壷今日傍聴させていただきましたが〃今

の御意見につきまして，湛共はそのこと凌痛切に感じてお

りま･すも特に明治時代以来，学問の方は相当進んだのです

が，技術の方が発達していないということをいろいろ考え．

て参りましたら,､林業の中に経済的な知識力鈴‘導入され

ておらなかったのが原因しているのじやないかと思われる

のです。例えば，工業の方では自分の生産品溌競争して，

少しでも技術亘壗をし,少しでも妻く,生産を増さなけれ
ばならないという面で，どんどん技術…§行われて行く

のですがり赫築の方遥はそれ程まで鍔讃して木材を売らな

かったということで，該鋪が何時までも停滞しておったの

じやないかと思i､ます｡最近若い人の間では,龍讃面も大
いに勉強しなければいかぬというので，林野庁職員や民間

の人力蕊って林業罐の靭焼を初めたり，ここ1，2年や

って来たような惜況でありますも今後も大いにやってゆき

たいと思いますのでよろしく詣顛いしたいと思います。

三浦(伊)教育のシステムからいいますと，必ずしも工

業教育の方力琳業教育より経済を余計にやっているという

わけでなくて，工業の方力錘ろ技術が分科しておりますの

で一一早稲田には近頃経営の学科が出来でおりますが－

結局大工業涯なりますと，経済と技術が非常にはっきり分
科していて，寧ろ技術者を鐙さへているという構況にある

一

のじゃないかと思います。材崇においては，或意嫌で小さ

い経営みたいな形で初珍からマネージャー的な泣溺に立

つ。そのためにすべての知識を修めなければいかぬじゃな

いかという感じがするのですが。凡そﾎ構薙いろゐな知識

を綜合している学科はないのぢやないかと思われますね。

農学の方ですと農学，艇蓑ｲ{津，農業工学，畜産，園芸，

農諜罰蕊斉などと分料しておりますが， ああいうふうに林

学の中にも制集経済というものが出蒋Lぱ，もつと経済の

方に深く入れるが，綜合した一つのものになっているたあ

に，それが弱点ではないかとかねてから考えておりますの

で,文部省に鐸鴬溌育錐委員会が出来たことがあって，

その晦蕊岡さんと一緒に行って（他に3入林学関係の萎員

もありましたが）林学の学科を5分科にしようという案を

出し掴つけですが珍月|臘日に会議をやるということで，土

曜日になって文部省の陽喋が1本だということ力判ったの

で早尾さんのところへ行って応援を御願いして役所で文案

を作って，叉手分けして農学の方の委員にも通勤して小出

満治氏蝉つれわれの案に賛虞の意見を田してく汎たのです

が，その時の委員農は上原蕊譲氏で，泳学の委員中にも原一

案養成者もあって，文澗噌のj謹凌通してし謬ったので

､炎この問題ではこの間も話したのですが,林学力鍵学の

よ5に分科しておつ樋ら，もつと発展したのじやな舟､かと

考えてい煮す。とにかくｵ棒経済は一向に進まない。糾薬

経済に力凌久れると抵術が駄目になってし震う。建学の方

では経済が非常に退候しておりまして,経済学部の経済と

相対して行ける極こなっておりますし，鍔化学も工業の

方の化学とか,理学部の純IE化学，医学部の薬学科と魚航

していけるので-すが,林学は綜合であるためにどり点から
、

見ても深く入っていない。線合学科は近頃は教養学部が出

来ておりますが，いつゆ患ちっとも専門を持たないマネー

ジャー学で,経済を発達せしめること催賛成ですが,その

ためには，林学科悲林業経済学科と，林業植物を主とした

造林系繊の生産学科と，林産物の利用・加工等を主体とす

る林産学科と，少くともこの3つ位に分けるべきだと思い

ます。更に森維瞳学と利用・加工麹理学的と化学的にして

5分科に弓-る痔完全ですねも日大では今申した3つの専攻

にしております｡東大は林業学と林産学,北大は林学と純

産学の2つに分ｵしで居りますが，マネージャー学をやって

居る限り何れの評弓も少しも徹底しないということになっ

ております。 （以下次号）

唾
竺

二

一
】

× ×

× ×
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山崎 蘂 喜

銀げ

りに分類しても，現実に一つの称に向ったなれば，最良の
間伐は一種しかない｡ｲ噸しを要求するかは人ではなく山そ

のもので，それ左見分けるのが実行者の技術である」先生

の真意はそこにあると解してゐる。

要;-るにこの間伐の種類は，只実行者が山全体の方針と

して決定すべきものではなく，その称分局部為為の状態に

応じ，その要求に該当した種類の方式をあてはめるべきも
のと思ほれる。

前にも書いたように,土地のよい所では幹級に区分力逵

じ易く，土地のあまりよくない所では各紘木の径級力慧前っ

てくる。些細に観察すれば多少の育ち遅れや被圧されたも

のもあらうが一等地で区分した目で見れば皆同級に扱はれ

る程度の場合が多い｡.従って前者ではB種の間伐で相当疎

開さすことが出来ても，後者では工級木も相当伐らなしう熟，

ぼ同程度の間伐は出来ないことが多い。

これを考へずに総体的に同種の間伐を行へぼ，間伐しな

くとも自然淘汰で我慢が出来るような所に強い間伐が表は

れ,共倒れの漠れのあ患最も間伐の必要な所の間伐が徹底
しなくなる。それでも後で過密延なった場合，優劣が生じ

次の間侭遥優勢木力躍る順序と厳れぱ失敗は軽くてすむが
斯かる所は過密になっても大した稲違が閃来ず共痔仲よく

細長木になってしまうのが禅鼠であるから厄介である。

しかも斯かる間伐の実行振りは決して少なくない。これ

で先生の指針に従ったと云うなれば，寧ろ謹凌冒涜する

ものと考へる。

も一つの問題は品種である。

品種については蕊自身説くだけの知識がないが,優良品
種必ずしも当初から優良な生長蜜するものでないこと・は既

に一般に認識されてゐるであらう。］Ⅱ級木を全部伐る間伐

の方式は4種の基本型に忠ないことに注意しなければなら

ない。うかと幹級垂やだけにたよって実行･舜1,ぱ「サクラ

ヒ」だけ左残し「ホンピ」詮伐ってしまうような，笑へな

〔四〕間伐木の選定

間伐に当って最も慎重を要寸-る'の催伐採木の撰定であ

る。

これに関してば従来から， この道の大家が説かれてゐ

て，今更泓共の言及する余地は厳いが，許されるならば，

その説かれ愚所を真に了解せず，生半可で実行すれば，時

に思はい失敗をするであらうことを海意したい。

初心の者力鐙も陥り易い点は，斡級区分を基調とした間

伐基本型の応用を誤ることである。

寺誇先生の唱導された幹級の区分，並にABCDの間伐

基本型は合更こ＞に記する迄もなく，いやしくも間伐に志
す者の周知する所で，我々もこれにより啓発された，と云

うよりも今も啓発されつ上ある所であるが,実地庭これを

応用する場合，よく注意しなければ猿の人糞似に終る虞れ
がある。

基本型の中でも，Ⅳ級木v級禾だけしか，伐らないAは

別とし其他は虹級の一部とか大部とか， エ級木の若干と

か，或はn級木を分割して伐るとか，その(鱒採の分量が，

閥記されてゐないが，そこに含蓄がある訳で，一部である

から3割伐る，大部であるから7割伐ると云うようなもの

ではなく，その伐採する量は各をその澗分によって判断し
なければならない｡

また，幹級月晦の瀧渚状態も，所によって決して一穣で

なく，しかも虹Ⅳ級木の多く出来てゐることが直接その林
分の密であることな表はさないのは，少し山左見れば明か

む

な事である。

従って同一我態であれば"BはAよりも強く,C獄更に

強い間伐であるが，場所力韓へぱ混渚状態も違い，イ耐しが

強鹿か断言出来ない。先生がはじめn度B度と云はれてい

たのを，A種B種と改めらｵしたのも，真意はそこにあると

恩はれる。、

先生の御意見を臆測して書いては或はおしかりを受ける
～一~一門‘'…画一!…‘りし"ｰ鱈ﾖ“ 、~『｡､琴､《…､』し"､ｿｰﾕ茎'』'・′

『
Ｌ

二
一

〃

一
一

いナンセンスも起きてくる。
かも知ｵしないが，「乱つの種類にしても，一つの擁分を捉

斯く考へると間伐はなかなかむつかしくなってくる。然
公

M､"A種ならこれとこれを伐る，B瞳ならこれも伐り,C

種…にこれ蝋伐ると麦ぅ具合に‘麺"間…方 増繊蹴麓離灘駕鑛忌繊謙
がある訳ではなく， この林ではこれこれ左伐ればよいか

ら，A種であり，この山ではこれだけ伐らなければならな ならない。これは恰も農家溌大銀を浄､て簡単にその間引
いからc種に該当する，と云うように，間伐の種類は4通 きをすると同じでな蝿.しばならない。

一二 私はこふに卑近な例として大根の間引を書いたが，これ

と間伐を比較してみたい。

－29－
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(筆者）前高知営林局計画課長
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山崎： 林業雑観

理由も目的も同じであるから，実行の要領も同じでよい

筈だが,その難易から見れば同日の論ではないであらろ。
そ汎はう趨黄であれば，初必から収率認の太さ弥蕩つかって

居険従って最後の間隔も略決定してゐるから目標が定まっ

てゐる。それと何時でも随時に実行が出来るから，強過ぎ

てさへ居なければ密になったとき思いのまLにやり直しが

田来る。これに反しi鉾魂の間伐では，伐期齢は決まって

ゐても生長状態が一機でなく‘最農の間隔幟その径級に応じ

まちまもであるから，その目標がない｡仮りにその目標が

判っても，一時胆その状態に制しば樹型が錘ずるから徐

徐に行はなければならないが，しかも労力，経溌の関係や

間茂木の利用関係で思い出しにはやり直しが出来ない。こ

れが間伐のむつかしい点r産思はれる｡然L若し仮りに,そ

の鰄分でどれだけ多すぎるか贋判り，侭深すべき量が示さ
れたとしたなれば，ど号であらう。大擾の目的朧地下にか

くれた根であって上から見へないのに反し林木の目的物は

地上の幹であって或る種董までその良じ悪しは現実W亘見え

てゐるから却ってやさしいとも云へるのではなから5か。

こ上に10本ある林木のうち3本伐れば丁旋であると前提

を今へ･たなれば，まだ1回も間伐の経験のない素人であっ

ても，間伐の理由力蕊うかって居りさへfすれば，あまりかけ

離れた撰木はしないであらう。

そこ置潅は，間伐の澤化と云うか，一般化と云5か，

兎に角初心者でも大した問違麸起さず，簡単服二実行が出来

る方法として ．

(1)．撰木の前に， どれ淀ﾙﾅ間伐滋しなlうればならない

か，操業上や経濱上の点も考慮して，先づ翻采の種童をき
めよ。 0 ．

③それ釣這まれぱ，その林分に適用すべき間伐の種類
ほAかBか或はCか，簡単に決定出来るであらう。若しそ

れが出来なければ単に，良い木の生長に邪鯉になると思は

れる鴎,勵木を，その程度の高いものから順にその数鐡だけ

撰べばよい。

侭）若し品種力鐘うと思うものがあれば，樹型ガ罐<な

い膜り適当に残して澄碇

と説いてゐるが， これで先づ差し菱へはないと思ってゐ

悪。勿論専門家の目から見れば充分でない総果も表はｵしよ

うが，徒らに鍵木のむつかしいことに恐れて時鐇を失する

よりは遥にまLであらうも

こLで良い木と云,うのは幹形，品質,生長共に良い意味

であZ,が，韓形は見ればつかり，生長も既往の生長は規在

の太さでわかるし，将来の生長は今迄の生長と樹冠の状態
、

で略察知出来るから，斡形もよく樹冠も整うた鍔繊の大き

いもの,所謂工級木が残岸の対照となる。允堂品質ほﾀ螂

雁表はれないから品種を研究する外ないが，これは早急に

初心者へ迄徹底せしめることが目栽催とすれば，特殊なもの

を一応残すことにより失駿を避けようとずるものである。

品種の研究力鍵全に出来．良品穂の見分がつくものにとつ

､ては，良い木を判篭する因子に加へるべきであることは云

う迄もない。 ．

良い木の生長Iこ邪魔になる悪い木左伐ると云っても勿論

吾人の註文通り林木の配謹は出来てゐない。良L､木力蕊団
したり或は悪い木ばかりしかない所もある娘,蕊敷そのう

ちで良い木と悪,､木を撰むべきで,中にはその判断に迷う

ものもある。良い木ばかりの所電は，これも惜しい，あれ

も惜しいで結局次まで待たうと云う'気持にたることも多
い。然しこれが間伐上最も注意を要する所である。次まで

待たうと云うその次は何年先か,決してその融§だけに対
して特別に次の間伐は田来ない。次の間伐は当然何年か先

と大体の計画をたて典行うべきであるから果してそれ乳索

てるかどう力篭換討しなければならない。待つも一向差し

麦へが無いならば，それは間伐の必要のない所で，敢へて

良い木ガ鋤ってゐなくども伐る必要はないが,待てないと

す＃&ぱ,何とか処置を講じなしfれぱならない。2本”唾
とか3本の鼎立で鍼､,ば周囲を切って助ける方法もある

が，樹冠の発展の余地茜無い場合ば必ずどれか撰迄して間
伐しな固ればならない。鋤かる所唇伐り残すようなれ螺，

全林立派な木ばかりの林に対しては間伐は出来職､勘定に
なる。

然し錨こには迷う。迷うの釣蕪当である。 岸

実地で撰木に当っては，誰力現ても残すべきもの，或は
伐るべきものと意見が一致するものもあるが，これに反し

両論相半ばし翼に判断に苦しむまうなものもある。

裁決壷求められた事もあるが，これに対し私は「その裁

決の出来るものは神穰か馬鹿力ごであらう。然るべく伐れ』

と答へてゐる。これは私力識任をう錘しる為ではなく真腫さ

5槽じてゐる。実際先の先迄の事麸考へた場合果して何れ

を残しだが良L,か，神穣でなければ正しく判断の出来ない

ものも多いのP電ある。然し間伐の神糠と云はれる人は日本

にもさら侭1-人とは居ないであらう。勿論融共は及びもつ

かないことで一般実行者に対し神漆になれとは註文が測鯉
である。

この判断に苦しむのは，要するに，これも醤しい，あれ

も惜しいと云弓気持から出発したも．ので，云は壁，愛林思

想の発露で尊いものとは思うが，私は決して迷う必要はな

いと思う。:問題はそこに間伐の必要があるか否か麺あって

既に間伐の必要を認め甲を伐るか乙左伐るかになってゐ

る。しかもそのIIIM,麓伐るが良いか判断に苦しむ状態であ

れば，甲を伐って乙を残すも，乙を伐って甲を残すも大し

た逸出､はないであらう。

兎に角どの程度疎開してやらなければ准らないかを先づ
棟討し，それが決りさ:へすれば後は普邇の常識を持った者

が鐵{『的良心に従い成るべく良い木を銭す方針で実行すれ

ば，完全無欠とは云へなくとも，決して大きな誤りはな

く，充分間に合う間伐が出来るものと信じてゐる。

一(つ堂<）

一
二

「

一
一
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6脚頭における繁劇戒の水平移娠は約2インチであ

る。

7零度固定装羅(LoCk)は零度を原方向として鋤iす

る場合は，把手を矢印の方向に廻して上盤を任意の方向に

回1伝すると「カチリ」という微音と共に遊標侭零鬮這於て

停』Eする。

8望遼鏡附水準器（1個）には反射鏡があって，こｵし

を見ながら気泡を中央に導く。反射鏡は二重枠であるから

正位，反位共涯僅用室きる。・
9垂直分度圏は30'目盛.G，目測により3/"副尺によ

り1ノの読定が可能香ある。

10水平分礎圏は読み易い穣に45竃の傾斜をもち，狂I『、

をさけるために銀張り力城さ数,ている。目盛は30′である

が'副尺によって''或は30"の蝋則が可能鍾建ろ。
トランシヅトH2型・

日本光学工業株式会社(東京都品川区大井森前町544"番

地）が考案製造したもので，暗緑色の，イ型ではあるが，

いかにもがっしりとした疾走感のある機賊でざる｡重鍾は

本器4.5kg,溌紬箱（永鋤4.4kg,三脚5.6kg, 計約

皿.5kgである。佃稲は送料共Iこ約6五円である。

この機械の特長侭次の通りである。

ユ望避鏡の対物鏡は有効径40mmのもの左用い,倒

像鍔のたあに見えは極めて明るく， レンズの倍率25

倍なので，薄明の際にも楽に観測できる。叉所謂「内焦式

アナラクチツク光舞｣之採用しているので視f降泉は常に

頂鯨性を保持し，測量の糖度向上及び調整上α塔理化蓮期

している。

2十字線は至繊線が焦点ガラスに彫刻されている。

3水平分度簡の目盛は180．相対し

■了卿ル瀕鮮蕊獄諒怒：
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測量機械の

一ユーフエース

林野の測量には携帯がf解りで，而も操作が容易であり，

測愛の満度が充分満足できるものが欲しい。斯うした要求

から経緯儀も軽箪，小型の傾向を示してをり，最近新しく

発売された次の穂類のトランシツトを紹介する。

J式ドランシヅト

林野庁の柵保秀彦氏が考案改良を加えたもので，その製

作には測機舎(東京都世田ケ谷区三續町390番鋤添当っ

ている。

この機械は浅録色の，小型な，スマートなもので，一見

して改良を加えた種々なものが目につく。重量は容器，本一

器共4.1kg,三脚5.6kg,計9.7kgという軽さである。

価格は送料共に約7万円。

特長を列挙すると次の通りである。

1望遠鏡は倍率22倍,倒像である。

2十字練ば至繊のくも糸遼使用している。

3容器幟金風製砲弾型で,軽くて肩当りのひどくない

機にされている。

4機械を鑿詮して，或一点に対する半対回の観測を終

了するまでは，観測者の位綴を動かないですt殿に配慮さ

れている。

5求心桿一写真機の三脚の一本をとった椴なもので

伸縮ができる－によって機械中心の鉛直瀕及び機械高な

決定する。求心桿には尺度の目盛がある。
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第4回懸賞論文募集要綱
ガつれわれの林業も社会各汎の情勢の推移と共に一歩一歩前進しなければならない。勿論林業に於てもその形態や内

容や質量に於て間唾はして居ることば事実であろう。然しその中にも強力な改革を必要とす為問題，腿進を期したい
問題が潜在して居ることも事実である5．

本会は此等の問題の中,毎年最も重要な事項を捉えて進歩的な方策芝求め,その具現にﾂついさ柳かなりとも努力左
尽し吾国林業の鯉進に貢献してきたのであるが,今恒奴次の三つの問題麹提起した

広く全国の熱意ある同志からキタンのない奮起詮，果敢な意見を徴し度い。

I課・‘題

次の中から自由に選択寵ること。
1． 林業団体の整備について吾国抹業団体は数十に土り夫愛特異の性格使命を持ち，何れも自己の立場に於て林

業の振興のために尽して居るが一面に於ては余りにもその数が多く，却て各個の団体の力が弱小化されて居る状
況であちととは免れない｡叉夫々の団体に関連を持つ側に於ても細分化され幾つもの団体に加盟する様な現象に
よって去就に迷はしめ惑憂も多分にある。 ． ‐

此の際林業関係各種団体通整理統合して一厨強力なものとする余地はなL淀ろうか。
現況に対する批判なり，再建整備の方策を問う。

2．国有林の企業合襄化について国有林の経営は国土の保全，国家資源の培養，更に林産物需給の調節等の大き
な国家的使命を持つことは勿論であるが，その経営は叉一つの国家企業ごある。従ってその経営は合理的経営に
より最大の効果を上げる様努むべきである。又国有林の企業形態そめものが最近に於ては相当強<批判され，国
有紳公鰭諭も少なからず唱えられて来た。

更めでこれを遡上に乗遥それ等の問題に関して一貫した合理的方策というものを論ぜられたい°
3． 林業技術普及の方策民有林は吾国森林面穣の約67％を占め，そしてその経営の内容には改善すべき余地が

幾多残されて居るし叉新らしい林業撰術の侵透によって更に一闇の躍進も期待し得られるど思5．林業技術の普
・及については既に両三年前Z,ら各都道府県村に技術普及員及び専門普及員が設けられ相当の実績を挙げて居るが

他の産業(農畜或は工業）とは異なってその対蒙は封建性の強い山村住民であり，叉稀業の持つ緯異性にもより
仲舜困難な事業である。

之等を克服して称業按淵譜及の効果を最大に挙げるための具体的方策を求める。
Z入選及び賞

臘賞農林大臣賞侭臘1万円）1名 1席林野庁長官賞(副髄8千円）2名 －
2席林業技術協会激（副賞4千円）3名 佳作賞品若干名
但し各課題毎にｽ選及び賞を決めるのではなく，応募論文全部の中から審査して右の入選者を決めるものとす
る奈叉各席に該当するものがない場合は空席とすることがある。

s募集規定

◇応募者の蓑格は限定しない。
9

◇論文の大きさは一題について2万字（400字詰原稿用紙50枚）以内とする息
◇論文には別に蕊旨を記した蝿侶00字程度）及び略歴蓮添付すること。
◇1人で2題叉は3題に応募j二ることは差表ない。
…締切期日 畷和27年n月30日

◇諭女送付先 東京都午代田区六番町7番地日本林業技術協会
◇応募注意イ封筒の表紙に聴賞論文』と朱書すること。 ロ封筒及び論文には必ず住所氏名を鯛記するこ

と。ハ応募論文は未発表のものであること。 二応募論文は返還しない。 ホ入選論文の版権は本会に帰
属するものとする。 ．

4審査員 崎鋤噸

審査長林野庁長官横川信夫

審査員林野庁林政部長幸田午六 林野庁指導部長藤村重任
林野庁業務部長柴田． 栄 林業試蕊場長大政正隆
東京大学教授島田錦蔵 ，参議院議員三浦辰雄
林総協理事長小林準一郎 一 消赫野庁薬務部長佐木義夫
本会理事長掻川恭佐

ら発表及び表彰

イ審査の結果は”霊ｨ剛誌上に発表すると共潅入選者に通知する。
口入選論文は膨祷難溌刺誌上に掲載する。
ハス選者の表彰は本会総会の席上で行うも

昭和27年8月 菫催 斌団法人日本林業技術協会
後． 援 農 林 省
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第2回林業篤眞コンクール作品募喋要綱
創立30周年を記念して，轄としては初めての捗鱈真コンクールであったが各方面に意外の反瀞を呼び，

多数の鍵秀作品を得,審査委員の一人斯界の大家塚本閣治氏からは何処のサロンに出品しても恥かしぐないとの
折紙を附けられた｡入賞及佳作品ぽ東都日比谷公園画廊に於ける展覧会を皮切りに,日本全国に豆り各地に於て
展示され,現在筒その申込の受付に忙殺さ*I,て居る始末である。

蓋し写真を通して吾国の林業の推進に貢献渤一るところ大なるものがあったと信じて居る。本年度も引続いて第
2回の葬集をする。筒今回は農林省後援の外財団法人林野共済会の協擬を得て錦上更に華をそへること坐なっ
た。腕に詣ぽえのある方営ば奮って御応募下さい

I題 材

、『林業に関して参考となる写真作品』 林相，植生,作業,施設,林野美観等

2入選及び賞

特選 農林大臣賞 （副賞5千円） 1点
1席 林野庁長官賞 （副賞3千門） 3点

2席 林業技術協会賞偏り賞2千円） 、 5点

3席 賞金1千円 10点

佳作 賞 品 50点
但し各席に該当作品がない場合は空席とすること漆ある。

3募集規定

◇応募盗絡ば限定しない。
◇写真の焔さ 四ツ切り以上に弓恥したもの
◇締切期日 昭和27年11月30日

◇送付先東京都千代田区六番町7識也日本林業技術協会

◇応募注意
イ ユ人で応募ｻｰる枚数に制限はない。 － 、

口応募作品は昭和26年ユ月1日以降に撮影したもので未発表のものであること。

ハ作品の裏面には次の事項詮明記すること。
1．題 名

2．題材の内容にyついての簡単な説明

3．撮影年月日

4．撮影の場所
5．応募者の住所,職業，氏名

6．其の他，参考事項があれば附記せらｵし度い。

二封筒の表紙に『懸賞写真』と朱書するこ幸・
示応募作品は返却しない。

へ応募作品の展箆，発表の権利は本会に帰属するものとする。

4審査員

写真界の権威者塚本閣治氏 盤林省光画会副会長石川東吾氏矼
林野庁研究普及課長原 忠平氏

ら発表及び表彰

（'）〃審査の結果は『澗索技術』に発表する。
（2）入選者の表彰は本会総会の席で行う。

6展覧会

入選作品は中央及び地方に於て展篇会を開催する。
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昭和27年8月

祗団法人日本鉢業技術協会

農 林 省

財団法人詠野共済会

催
援
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1

るまいか，とい5のである。アカマツ・クロマツの郷士が

カラマツよりも下界であり加之より銅生で乾燥に堪える

ものであることば申す表でもない。

認畠山にはキリシママツと称登られ一の*鐸品種的取扱

を受けて鏑る材費蝿したアカマツがある。これなども壬の

立地の艤異な気象,主として空中源渡に影瀞されて品種的

なものを生じたものであろうと考えられるものであるが，

さればと言って，《砿也産のアカマツ種子を以て同地に麹ホ

しても同穣な材質のものが出来るかどうかは試験の耀課に

よらねばならぬけれども，太古から此の地に生育してその

蕊寛の影響により自然にか坐る性質のものとなったもので

あろうから，イ鍼似産のものが一代でl司犠なもの涯なり得る

ものと像考えられない。

併しスギやヒノキの所謂権蕊品種となると事情が異り，

同一地域樅ニニ,三品種が齢肴して出現するよう．Gある。こ

の事は田中波慈女氏の.｢主要林木の餓種の問題」（林塞

術シリー式）に詳説されておるの．E識は避けるが，弦で

品種による陰｡瀦生について少じく‘蛾してみたい。鑑昔織

見聞浅<して，主墾諭種についても多くの赫鐸品認こ接し

ていな】,､ので，充分な論議が筵きないのは遺憾であるが，

スギに於ては吉野杉に比較してヂツマメアサの如きは相当

に陰性が強いように認められるのである。

その理由として，サツマメアサについては次のような性

質力建ぼられ，吉野杉織之と対雛約性質章宥つようであ
る。

（1）成長経路錘見るに，幼時緩漫にして壮年に至り盛と

なり，永くその勢を持続すること。

②枝条細<密生L抄許の光線不足では下樹翻もず，そ

の下底が地面に接する如きコウヤマキ類似の円錐形樹冠を

漉成すること。

（3）側枝の主芯の上部に庇圧ある場合その芯は芯止り状

を呈するが,更にその側枝？側芯が光線の来る外方に伸び
て下垂し，と承に見る連成側枝的状態を呈す港こど。

またヒノキの場合でも，その成長経路°枝の出方等から

所謂ホンピよりもサクラヒの方が陽性が強いものと認めら

れるものであるが，これは更に研究の余地ありと考える。

猶，林業品種の問題について一言するに，生物界に於て

は，樹木に限らず総ての棺物並びに動物の一種類と認めら

れてお為ものに於て，その中に個体差というものがある

が,更に此の個体差ば二・三種の猿型に分類されるもので

それらの型の典型的なものと中間的なものが勿論存在し，

それらの型を人為淘汰により強調したものが農畜産上の所

謂品種であって，所謂林業品種はその自然のまふの類型分

震襄蝋纈慧鰯露麓態慧
るわけ喧ある。 （錐者。加治木営林署）

× ×

噸…I

林木性質に對する一管見

一
一
回 村邦太郎

一

本誌119号の質疑応答伽で，「カラマツまき付沫の無

日除について」質疑応識§なされたが，これに関連する事

柄について日頃抱懐する仮説的な卑見詮述べてみた､､。

賀間者高橋氏の，カラマツは最陽樹と云剴つれており日除

無しの養苗たしたいと思うが如何か？という質問に対し，

回答者坂口氏は，現在一般にカラマツは最陽樹と判断され

ている力洞獺陽樹である茨カマツ・クロマツと異り，多く

の苗畑に於ける経験によると日除を為した方が好成績であ

ることが数多の文献に指摘されておると答えられておる。

錐着は未だカラマツの自生地に於ける生態に接する機会

に恵まれないけれども，東北･北海道その他で数多くの造

林地やら苗畑やらに於て，その生態の観察をなしてきて諮

り，その緒果によれば，カラマツは確か腫最陽樹の一であ

ることに間違いばないと考えるし，亦その蕊苗に際し，播

種床に於て日覆を施せば成績が良好で且つ得苗率も多いこ

とも確実厳のである。

各樹種の陰。陽性の順序の系列に於て，性質の近い樹種

間に於ける系列の順序は確然たるものではなく，イチヰと

カヤ，モミとツガ等に関しいづ誕釣轄性勝れるかは，観る
J

人により多少説の異るものあらんかと考え.るものであるが

アカマツ･クロマツよりも寧ろ陽性が強いとされておるカ

ラマツの養苗に於ける諒凸の事例ば，簡単に考えると矛盾

のようにも癖つれる。併し筆者の見解では，こｵLは人間が

陽性とい5性質に観念調に囚われておるために矛盾と考え

もするのであるが，樹種の性質というものは極めて微妙複

雑であり，斯の様な事例はI矛圃というものでなく『複

雑」というものであるとするものである。然して此の事例

&こ対する説明としては，カラマツは主として日光・浅間・

富士山等の高山地帯に於て海抜高1,000米以上の地を郷

土とするものであり，噴災による裸地。火災跡地｡崩壊跡

弛蜂W乙最初に侵入して単純林群落溌形成するもの瀝,植生

連続に於ける所謂先駆者であるが，此の地帯特有の気象で

ある大なる空中対比湿度に於て唾するものであって，そ

れが下界の空中湿度小なる土地では地表面の蒸発礎なるた

め，アカマツ･クロマツより浅摂性の加之根系の発達せざ

る繊弱な幼苗ば乾燥の害を被り成育状態が不良となるので

あるから，日覆窪施すことにより徴気象的に日覆下の空中

湿度を高め高地の気象に似たものを現出でき，その結果土

雛水分の蒸発を制して育苗成積を良好ならしめるのではあ
L

一
Ｊ
一

｛

、
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一
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本誌124号の中村氏の意見 vOlll)00"00!lliOFond｡6mO'DMQ981100009wD1111906'ttulll$8*0960111108110BIIIIOOOOOOdllImllO1IIDIDE8001IMMMooIIn'JD$6191110088*0011100000･得ないとする考え方など全
を－読して，あまりにｵつれわ く品種の観念に反÷急。農作

中村資太郎氏の 物,園芸植物のすべてに,氏れの常識に反する議論である

ため一読直後，鏡を執って本 の所謂“純粋の品種，'なるも
稿蓬草した｡ "われわれの常 ‘‘林業品種の本質”に害す のばあ，得ない｡実際上の問
識'に対して，その誤まれ為 題として一体，その植物の
点遼御教示願えれば幸甚であ ',,,$,,,1,,,,i,,,,",,0IIIII,I!,i!'''",'",,'',",,',,00'､l･'.i'''',,,"･･''''',q'','i'"!."!!!''"""'''',',,,',''''"""III''"',O'''0"'' "Gen''をしらべつくすこと
る。 ノ が出来るだろうか？引例の福

日下郡桑這現代の遺伝学で遺伝質の最 、 田氏のC1mnこそは中村氏の
小単位は"Gen''休原。磯 所謂真の品種挺近いとの考え
永）という説は肯定社らるL､であろう。!@Gen''は例えば 方など笑止の沙汰と考える。現実は甲，乙，丙，丁隔然と
物質のｲ蝉的構造を示す分子式中の元素の如きもので，そ 境界があるのではなく，われわれの便宜のため仁ある特性
の成分と構造の様式（トランス型，シス型の如き）の異な 詮中心とする一団に対しgenus,Species,さては品種など
ろに従って異った物質としてあらわれる。中村氏の議論に と区別するのであって，中村氏の如き考え方で植物の遺伝
よれば"試験研究上厳密に云えば云為”の前提はあるが， を考えしていたならば,恐らく氏の生涯繩勿論人類の果喧迄
拾かも同一の構造式をもつたもの歪なければ品種と云えな ‘‘ﾎ癖の品種”をつかみ得ず終るであらう。変異は一個体
いと考えられている様で，多数の4fGen''の存在とその複 一体細胞自体内に刻為起りつ上あることを考えられた1,,.．
雑な組合せを考5るとき，そう云う考え方を以て心jうれば， わｵ畷つれば中村氏の鶴倫にかふわりなく，一定の特質を
世上のあらゆる植物に同一の品種なるものはあり得るであ －中心として之を品種なり， C1onとして考え，不良化した
ら5か?元来品種と云う観念は云弓迄もなく，一つの特質 ものな淘汰し，更らに良質のものを選抜しつL実際の研究
を中心として観念された言蕊で，元来植物分類学的の言葉 なり事業をす上めて行きたい｡壱一蕊言多謝一
ではない。之遊以て4$Gen''的に同一物しか品種とみなし （筆者。熊本営林局）

《
」

ヨ

』
一一一一一一一＝一一一一寺 、元一一一ー－－－－‐～一
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mⅢⅢⅢ!ⅢⅢI1ⅢⅢIIIII1ⅢⅢIⅢ,llllll'ⅢⅢⅢIⅢⅢlllⅢⅢⅢⅢ11ⅢⅢlⅢⅢ!ⅢIⅢIⅢ!ⅢⅡ 得し，嶽重,辮重,園芸等の各種誹究にあたってゐるのは
傘

当然め帰趨と言はざるを得ない。 40,町歩の挫場は1圃場

研究所と試験場 ，試羨区単位を,畝とすれば材業試裟の,試験区,町歩に
換算すれば4000町歩に相当する。もし権農蠅魎業単位1

山仁 是考 ． ．畝に林班(平均30町銅と見れば12万町歩に当遥。
そこで吾々の一番身近の澗識験場を見ると，その昔将

ミーe一々＝員ﾆﾆﾆｽ諄窒ごﾐ'こ;2－．へ毒一参一具~ﾐ雲一二~一塁一一軍家蒟轆蒋に来て干物のサンマに舌づLみ巻打ち，近くは

もう一昔も前になるが研究場所長会議の席上で，電気試 目黒式の孟宗竹林にその名裟馳電た面影は今や無く手元苗
醗所長淫ったか座思ふが，「農学系統の砥究機関に限って 畑に事欠く始末は，農業研究所と軌左一にしてゐる。さり
試験所と言はずに何故試験場と言ふのだら5」と言ふ質問 とて鐸研究所りこ同調して林学研究所たらんには,彼と異
が出た。之に対して当時の帝室林懸局の林業試験場長だつ り地方研究機関は甚しく弱体で，中央試験場が基礎的研究
た中村賢一郎氏が「それは農学系統の卿暁磯関の主体が建 に没入することは， そｵ1名珊究者として本望であらうと
物の中にあるの莚はなくフィールドにあるからだ」と帆快 ＄，国有林当局はじめ国民諸賢の寛容詮得ることは出来ぬ
な答案を出した。そ5言はれて見れば現在の農業研究所も 客観状勢腫ある。鑛者も夷を言へぼ林業林学の領域から言
その淵源を辿誕ば勧業農場に由蒋るものであり,現在市 へぼ極めて基礎約分野に属する研究を興味の本領としてゐ
街地になってしまった暁に，場の字を地方研究機関にゆづ る研究者のはしくれ唾あるから，そうした研究腱甘んじて

って研究所と称するに至った事は；その斫究内容の埜礎的 没頭し得る搬なゆとりのある研究所であることを望むこと

動向と所在地の環境から見て，名は体をあらほへす~意味で至 罰なるものがあるし，叉そうした靭暁環境を青だてなけれ

極穏当なことL言はざるを得ない。併し乍ら圃場を持た砲 ぱ，他の一段階先に踏み鴎じてゐる研究駿関に互して天下
農学関係研究機関と言ふものは翼詮もたぬ飛行機の穂なも の林業試験場たるの面目を維持して行くことも出来ず，
のでエンヂンばかり優秀でもどうにもならぬ。だから平塚 叉,林業を飛躍豹に進歩させることも不可能であると考へ
郊外に園芸部の名で総面稜"町歩Iこ余る膨大な圃場を獲 もし，叉相手如何によっては主張もして居り，ラボラトリ

、－－35－一一
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山仁： 研究所と試験場

イに篭りたい研究者の気持もよく理解してゐるつもりであ

･る。しかし乍ら10数年の年月を営林業溺に従事して来，

林業の現場の実体を知悉する力戦に赫業の実務上の技術的

諸問題にかくも多くの解決を要するネックがあり，その解

決が如何に林業に利益をもたらし国民の総福祉に貢献する

かを恩ふとき，林業試験場全スタッフが基礎的もしくは室

内的研究にのみ専念することを是認するわけには行かな

い。少くとも5割は事業面のネックの直談的解決に役立奪

研究に研究方向詮むけるべきであり，叉基礎的研究に従ふ

ものも自己の行った研究の結果を事業に応用可能な領域ま

で自ら事業化試験を行ふだけの努力ははらわねばなるま

いo

そうなって来ると，農業研究所以上にフィールドが必須

であり，そｵしは少くとも，経営実験林を設定出来る程度の

山を持たねばならぬことになる。それは叉別の意味からも

必要欠くべからざるものであ悪。と言ふのは現在のﾎ需

験場の実情から言ふと高度の耐暁技術を身につけてゐる点

では，学窓を出て以来大学の数室或は試験場の研究室で育

った人でなければならぬ。所がこうした人等は林業のスケ

ールを知らず,従て林業の実態を把握してゐないし,林業

上最も緊要な問題に就鍾脇知するに止り‘，自ら体験的に感

得してゐない。之が為,事業面から見謝'』ぱ，全く遊離した

榊究に夢中腰なって他を顧みないか,鼓へて研究上の困難
をしのいでまでも事業面に樹錐する如き研究を行,§熱意に

欠けてゐる。叉現在の制紫学の多鍵匪に研究上の為の技術

を高度iこ発揚するには,関係諸拳の聯3家のか壁借りるこ
とは極めて必要なことであるが，この人等が泳業試験場の

スタッフとして有意義な研究を完成するには，やはり自ら

林雑営の実体を把握せねばならない。人或は言ふであら

う，そうした人等は一，二年の営搾灘勤務をせしめて再び

研究室に屍すがよいと。併し乍らそれは極めて実行困難な

こと°篭ある。と言ふのは幹部の異動等の為，屡為そうした

約束が反古になって行建ったきりになるから，ほんとうに研

究が好きで一生を研究生活で送らうと思ふものは万難を排
して握否するし，甘んじて転身を心指す者に過ぎぬ結果と

なるであらう。それでは何の役にもた土ぬ事となる。

然るにもし称業試験場が自ら経営する山があり，そこに

或る程度の斫究施設をも兼ねそなへてゐるならば，その山

の管理経営の技術的業務に勤番制で槌事せしむるならば，
之をしも拒否する者も少いであらうし，叉本人の将来性を

考へて好意を以て勤番を命ずることには正当性があるし，

叉上級研究者狗塚の子を山に承れることを拒む理由も減少

する。これならば実行の可能性があることは大学の演習林

漣於てその実例を見ることが出来る。もし之が円滑に行か

ぬ場合ありとすれば，それは交替制がルーズになり行った

きりの人間左作ることに罪があるので之はその局に当る人

の研究者意より良き研究者に仕上る為と言ふ当初の目的を

第一義とする良心的人事によって何の苦労もなく解消する

．であら5し,研究者は山の実体に触れる修練を経て来た事

を誇りとする竃あらう。かくして稼業試験場幟基礎的研究

と事業的W暁とが車の両輪の如く，しかも両者が混然協和
して本来の面目を発揮することが出来るであらう。かくし

て林学砥究所は大学の敬室に返上して林業試験場が名突共
に出来上る､Gあらう。 嘩者｡林試浅川分室）

一声＝

訟川理事長③渡台

《
ｊ

一
三

松川理事長は今回中華民国林学会の招聴を受け，同大会

に出席する為9月10日羽田出発,空路台湾へ行かれる事
になった。 ダ

滞在期間は約10日間で,林学会大会参列後林業座談会
に出席，中国跡礫関係者と膝附合はして意見を交換し，

筒台湾各地を祝察の上20日頃帰京の予定である。
戸一一～、←シーーーク壱､=～～～豆へ～一一一一へ－■

～､ーー一一一一＝=P--三 七一

園鯨協第2,回講演會
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8月1日午後2時から本会建鍵童に於て“第13国会

左省みて''の渡漣の下に参調第議員三浦辰力I燦の識凝会が
催された。

聴識者約30名で，講演者の熱弁に折柄の暑気も吹き飛
・し，終演後講演者を囲むでの座談会は和気餓玲として，共

に今後の林業界発展の示唆を含惑jつL極めで有意義に日林
協第2回講演会な終了した。

講演内容は次号に掲載の予定。
一

【
画■■

會費納入について
毒壼常識の未納の向は至急御払込下さい。

昭和27年8月5日印刷 頒価40円
昭和”隼8月10日発行 （送料共）
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林學講塵職刊〕 青＊繍箪鰯欝麟鵠￥
本講座は斯界の権威ある大学教授並びに現場耐院者によって,林学全木材の防腐田瀞鱗耀
般に亙り系統的に誰述された錠新の内容をもつもので'新制大学の木材の防虫防火田野鱗隆著テキス1,並びに現場技刷蒲にとっての好箇の指導書･参考書である。

鑿; 棄
樹 病繍宣擢鰯鰐謁蕊薑蕊撫零
選麓擢鵜鶇難関漁臓蝿繍競息農用林概論鰯蕊辮

寵澱蕊.羅瀧魚《駕蕊羅瀧蕪菫裳鑿茎臺舗縛
築窯製炭法),木炭(炭化率･収炭率･木炭の用途｡木炭の性質｡収縮率),他林業便資謬＃葡畷鶏驚

"職…剛震麟鴬裳篤薑霞灘讓蓋駕蕊職鑿測

法)，測定器具と測定法,林分材機測定法,年齢及び成長量の査定法,収穫表,他

鴬灘蕊灘顎瞥卿曹｡瑳
済と林業，植民地及び海外の林業開拓，森林政策基本立法，国有林政策,他 振替口座東京8673砥話神田1924
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薗部博士･三浦博士･吉田博士

霊標準林学講義義菫博士 中村博士｡田村博士･佐藤博士
大政博士･小島博士･藤林博士

A5型910頁価650円⑦65円 櫻井博士｡伊藤博士

吉田博士著赫債算法及較利學価230円徳川博士著露灘造林技術史的研究兜0円
吉国博士著爵理論森林經理學価380円井上博士箸林業害虫防除論罐揺棚
中村陣士著育林學原論価350円内田博士著實用蹴測量法価120円
中村博士著藍造赫学随想価300円宇野博士著竹材の性質と其利用価50円
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伏谷博士箸砂防工学原論価250円

北島淳士著憧零曹椎茸･ﾅﾒｺ． 価,50円
榎茸の人工栽培法

岩出亥之助著蕊椎茸培養法価,50円

岩出亥之助著食用菌董類とその培養価350円

鈴木陣士著火 災 学価500円－送料各65～80円一

１
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１
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社寺建築

貢十雷理想の小住宅
すみよき住居の設計

広江文彦箸
〃

笹治庄次郎箸
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東京・赤坂・一ヅ木町31

地球出版株式會敏
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TheRingyoGijitsu(ForestTeChnics)No.121
PIj)liShedby

NipponRmgyoGijitsuIWOkai(JapanForestTedmiCalAssociation)

■

日本林業技術協會の新刊書は
毎月此の頁で紹介致します…新刊案内…

一~－林業技術叢書一

第､輯 農博.理博舘脇操著樹木の形態（樹木学第1綿）
A5版。96頁・図版65．定価125円（会員ユ10R)〒16Ig

20有余年に亘る北大林学科に於ける森林植物学の講義を基として樹木学としてまとめた第’

編である。樹木学の根底をなす樹木の形態に関し，1，溌並に実際上に役立ち，かつ野外に於
ても容易に，しかも科学的に自然に接するように特に配慮せられたもので，出来る丈け図解

を入れて用語の解釈に意を注いで居る。
林業家が此の様な知識を身につけて森林に接するならば吾が国の林業は著しく躍進出来るで
あろう。森林樹木に関する絶好の基礎資料。

--,,頭-,林業普及シリーズ､ヘヘヘヘー､′

No.32 *k ==\MPn=OW:bhLZOLHIgglf !w! -\価100円(会員90円）No.32 ‐〒16H

ゆ ろ 緬'00阜繍90円）
舞

No.33 松本由友著 し

～､－－林業解説シリーーズー､'--－

第46冊 小沢準二郎箸 カラマツのゾこ胆 価40円了8円

第47冊 佐藤敬二著今日の林木育種 価40円〒8円
ドイツ流の雛訳林学に終始して，我が国固有の挿木や接木の法を顧みなかったために’日本
の林木育種は30年おくれていた。いまやこの過誤に気づき，学者は立ち上った。われらの
理想の林業のために,力をあわせてこの道左ひらかなければならない。

（好評品切中であった次の二畑が再版刊行されました）

第3,冊 原田 泰普選木と間伐 禦夢繩鯛

第39冊 岡崎文彬著蓄積と生長量の正しい測り方
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山林局。日林協編 林業用度量衡換算表
ポケット型(A6版)・230頁・上製。良質用紙使用・定価150円（会員135円)・〒16円

曾て山林局が編集して，国有林関係全職員が，日常使用し非常に役立ったものであるが，本
会は今鹿林野庁の認可を得て此の資料の上に更に最近必要性を加えて来たヤード，準ンド法
の換算表を作製増補した。長さ・面積。立穣・重掻その他の計量について尺貫法･メートル

法及びヤード，ポンド法夫公相互の換算表を最も役に立つように見易く作ったものである。

…'0mllllllll川llllllllllllil抵 刊'川lll川lll川,1,1,‘"‘…
①

林業普及シリーズ No. 34 牢田徳太郎薯出 水一降雨の流出一
少

林業解説シリーズ第48冊 村山醸造箸キクノi ムシの堆活
〃
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東京都千代田区六番町七
電話（33）7627 畷日本林業技術協會 振替口座

東京60448番
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